
 

 

 

第３章 審査関係 

 

 

 

 

 

 



第３章 審 査 関 係 
 

第１節 不当労働行為事件の審査 

 

１ 不当労働行為事件の概要 

 

（１）概況 

令和６年に扱った不当労働行為事件は、前年からの繰越し７件であり、そのう

ち４件は終結したため、翌年への繰越しは３件となった。また、物件提出命令申

立事件は、前年からの繰越し１件が却下により終結した。 

 

（２）申立事項 

係属事件７件を申立事項別にみると、次のとおりである。 

労組法第 7 条該当 内     容 件 数 

1 号  不利益取扱い     4 件 

2 号  団体交渉拒否     3 件 

3 号  支配介入     5 件 

4 号  報復的不利益取扱い      

計     12 件 

  (注)1 事件で複数項目にわたる申立てをしているものがあるため､係属事件数と申立事項別

件数の合計は一致しないことがある。 

 

（３）申立人別・産業別・従業員規模別係属状況 

（申立人別）                   （産業別）           

 個人申立て  

 当該組合申立て 7 件 

 個人・当該組合申立て  

 当該組合・上部組合申立て  

計 7 件 

 

   （従業員規模別） 

     29 人以下  

     30 人～  99 人 6 件 

    100 人～ 299 人 1 件 

    300 人～ 499 人  

    500 人～ 999 人  

   1,000 人以上  

     不明  

計 7 件 

 

（４）処理状況 

係属した７件のうち、２件が取下げ、２件が命令により終結した。 

終結状況 終結件数 平均処理日数 

取 下 げ 2 件      117日 

無 関 与 和 解           

関 与 和 解           

命 令 ・ 決 定 2 件      518日 

計 4 件      318日  

 放送業 1 件 

 道路旅客運送業 1 件 

 道路貨物運送業 3 件 

 社会保険・社会福祉・介護事業 2 件 

計 7 件 
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３ 審査の記録 

 

（1） 令和4年（不）第1号・令和5年（不）第2号併合事件 

 

1 当事者 

（1）申 立 人 X 組合 

（2）被申立人 Y 会社 

 

2 請求する救済の内容の要旨 

（1）令和 4 年（不）第 1 号事件 

ア 組合員 A の配置転換を撤回して、組合員 A を夜間勤務を伴う配置転換以前

と同様の業務に従事させること。 

イ 組合員 A の配置転換をなかったものとして扱い、配置転換以前の平均賃金

と配置転換以降の賃金の差額を支払うこと。 

ウ 対面方式を基本として、団体交渉に誠実に応じること。 

エ 陳謝・誓約文の掲示を行うこと。 

オ 当委員会への履行報告を行うこと。 

（2）令和 5 年（不）第 2 号事件 

ア 組合員 A あて交付した指導書を撤回すること。 

イ 組合員 A に対する組合差別・パワーハラスメントにより、組合員 A が適応

障害を発症したことを謝罪し、休職中の収入の減額分について補償するこ

と。 

ウ 陳謝・誓約文の掲示を行うこと。 

エ 当委員会への履行報告を行うこと。 

 

3 主張の要旨 

（1）申立人の主張 

ア 令和 4 年（不）第 1 号事件 

（ア）被申立人が組合員 A を配置転換したこと、組合員 A の夜間勤務の禁止を

したこと等は、申立人が組合員 A の組合加入に対する不当労働行為意思か

ら行ったものであり、労働組合法第 7 条第 1 号の不利益取扱いに該当す

る。 

（イ）団体交渉に関する被申立人の対応は不誠実であり、労働組合法第 7 条第

2 号の不誠実交渉に該当する。 

イ 令和 5 年（不）第 2 号事件 

被申立人の次の行為は、労働組合法第 7 条第 3 号の支配介入に該当する。 

（ア）被申立人内設置委員会を利用したパワーハラスメント・組合弱体化 

（イ）従業員及び利用者家族が閲覧する改善計画書に組合員 A を元職員と記載

した行為 
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（ウ）組合員 A に差別的に指導書を交付した行為 

（エ）被申立人内会議において、組合員 A の診断書と休職届を回覧する等更な

る責任追及をあおる行為 

（オ）組合員 B に対し、指導のため配置転換、パワーハラスメント及びいじめ

を企図していたこと。 

（2）被申立人の主張 

ア 令和 4 年（不）第 1 号事件 

いずれも認められない。 

ただし、今後は対面形式を基本として団体交渉に応ずる用意がある。 

イ 令和 5 年（不）第 2 号事件 

いずれも認められない。 

 

4 審査の経過 

6. 1.22 第 3 回審問（結審） 

       2.22 第 1 回合議 

 3. 1 第 2 回合議 

    3.13 第 3 回合議 

    3.28 第 4 回合議 

 4.11 第 5 回合議 

 4.25 第 6 回合議 

    5. 9 第 7 回合議 

    5.30 命令書交付（申立人及び被申立人） 
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書
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人

 
 

Ｘ
組

合
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
執

行
委

員
長

 
Ａ

１
 

  
 

 
被

申
立

人
 

 
Ｙ

会
社

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
代

表
取

締
役

 
Ｂ

１
 

  
上

記
当

事
者

間
の

群
労

委
令

和
４

年
（

不
）

第
１

号
・

令
和

５
年

（
不

）
第

２
号

Ｙ
会

社
不

当

労
働

行
為

救
済

申
立

併
合

事
件

に
つ

い
て

、
当

委
員

会
は

、
令

和
６

年
５

月
９

日
第

８
６

２
回

公

益
委

員
会

議
に

お
い

て
、

会
長

公
益

委
員

新
井

博
、

公
益

委
員

小
暮

俊
子

、
同

大
河

原
眞

美
及

び

同
斎

藤
周

が
出

席
し

、
合

議
の

上
、

次
の

と
お

り
命

令
す

る
。

 

 

主
 

 
 

文
 

 

本
件

申
立

て
を

い
ず

れ
も

棄
却

す
る

。
 

 

理
 

 
 

由
 

 第
１

 
事

案
の

概
要

等
 

１
 

事
案

の
概

要
 

本
件

は
、

組
合

か
ら

令
和

４
年

１
１

月
１

５
日

付
け

で
、

被
申

立
人

Ｙ
会

社
（

以
下

「
会

社
」

と
い

う
。

）
が

、
申

立
人

Ｘ
組

合
（

以
下

「
組

合
」

と
い

う
。

）
に

対
し

行
っ

た
次

の

(
1
)
の

行
為

が
労

働
組

合
法

（
以

下
「

労
組

法
」

と
い

う
。

）
第

７
条

第
１

号
に

、
(
2
)
の

行

為
が

同
条

第
２

号
に

該
当

す
る

と
し

て
、
救

済
申

立
て
（

以
下
「

４
年

１
号

事
件

」
と

い
う

。
）

が
さ

れ
、
さ

ら
に

、
組

合
か

ら
令

和
５

年
２

月
１

１
日

付
け

に
て

(
3
)
の

行
為

が
同

条
第

３
号

に
該

当
す

る
と

し
て

、
救

済
申

立
て

（
以

下
「

５
年

２
号

事
件

」
と

い
う

。
）

が
さ

れ
た

事

案
で

あ
る

。
 

な
お

、
５

年
２

号
事

件
に

つ
い

て
は

、
令

和
５

年
４

月
１

８
日

付
け

に
て

４
年

１
号

事
件

に
併

合
し

て
い

る
。

 

(
1
)
 
令

和
４

年
９

月
２

１
日

付
け

に
て

組
合

員
で

あ
る

Ａ
２

（
以

下
「

Ａ
２

」
と

い
う

。
）

 

を
会

社
Ｂ

２
支

所
（

Ｂ
２

支
所

と
呼

ば
れ

る
支

店
を

い
う

。
以

下
「

Ｂ
２

支
所

」
と

い
う

。
）

か
ら

会
社

Ｂ
３

本
所

（
Ｂ

３
本

所
と

呼
ば

れ
て

い
る

本
店

を
い

う
。

以
下

「
Ｂ

３
本

所
」

と
い

う
。

）
へ

配
置

転
換

し
、

配
置

転
換

後
は

従
前

と
異

な
り

夜
間

勤
務

は
さ

せ
な

い
こ

と
と

し
、

休
日

も
変

更
し

た
こ

と
（

以
下

「
本

件
配

置
転

換
等

」
と

い
う

。
）

。
 

(
2
)
 
団

体
交

渉
に

関
す

る
会

社
の

対
応

が
不

誠
実

で
あ

る
こ

と
。

 

(
3
)
 
会

社
に

よ
る

次
の

行
為

 

ア
 

虐
待

防
止

委
員

会
や

運
営

推
進

会
議

を
使

っ
た

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

よ
り

組

合
の

弱
体

化
を

図
っ

た
こ

と
。

 

イ
 

従
業

員
・

利
用

者
家

族
が

閲
覧

す
る

虐
待

改
善

計
画

書
に

お
い

て
、

Ａ
２

を
「

元
職

員
」

と
記

載
し

た
こ

と
。

 

ウ
 

作
業

中
に

持
ち

場
を

離
れ

た
り

、
施

設
内

を
走

っ
た

り
し

な
い

よ
う

注
意

す
る

指
導

書
を

組
合

員
で

あ
る

Ａ
２

に
対

し
て

だ
け

差
別

的
に

交
付

し
た

こ
と

。
 

エ
 

職
員

会
議

に
お

い
て

Ａ
２

の
診

断
書

と
休

職
届

を
回

覧
し

た
こ

と
及

び
運

営
推

進

会
議

に
お

い
て

更
な

る
責

任
追

及
を

あ
お

っ
た

こ
と

。
 

オ
 

Ａ
３

組
合

員
（

以
下

「
Ａ

３
」

と
い

う
。

）
へ

の
「

指
導

」
を

目
的

と
し

た
配

置
転

換
、

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
及

び
い

じ
め

を
企

図
し

た
こ

と
。

 

２
 

請
求

す
る

救
済

内
容

の
要

旨
 

組
合

の
請

求
す

る
救

済
内

容
の

要
旨

は
、

次
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

(
1
)
 
４

年
１

号
事

件
 

ア
 

会
社

は
、

本
件

配
置

転
換

等
を

撤
回

し
て

、
Ａ

２
を

Ｂ
２

支
所

に
復

帰
さ

せ
、

従
前

と
同

様
の

雇
用

条
件

に
戻

す
こ

と
。

 

イ
 

会
社

は
、

本
件

配
置

転
換

等
を

な
か

っ
た

も
の

と
し

て
扱

い
、

本
件

配
置

転
換

等
以

前
の

平
均

賃
金

と
本

件
配

置
転

換
等

以
降

の
賃

金
の

差
額

を
支

払
う

こ
と

。
 

ウ
 

会
社

は
、

対
面

方
式

を
基

本
と

し
て

、
誠

実
に

団
体

交
渉

に
応

じ
る

こ
と

。
 

エ
 

ポ
ス

ト
ノ

ー
テ

ィ
ス

 

オ
 

当
委

員
会

へ
の

履
行

報
告

 

(
2
)
 
５

年
２

号
事

件
 

ア
 

会
社

は
、

令
和

４
年

１
１

月
２

９
日

及
び

同
月

３
０

日
に

Ａ
２

あ
て

交
付

し
た

指
導

書
（

以
下

、
両

日
に

交
付

さ
れ

た
指

導
書

を
併

せ
て

「
本

件
指

導
書

」
と

い
う

。
）

を

撤
回

す
る

こ
と

。
 

イ
 

会
社

は
、

Ａ
２

が
組

合
差

別
の

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

よ
り

適
応

障
害

を
発

症
 

し
た

こ
と

を
謝

罪
し

、
休

職
中

の
収

入
の

減
額

分
に

つ
い

て
補

償
す

る
こ

と
。
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ウ
 

ポ
ス

ト
ノ

ー
テ

ィ
ス

 

エ
 

当
委

員
会

へ
の

履
行

報
告

 

３
 

争
点

 

(
1
)
 
会

社
が

Ａ
２

に
対

し
本

件
配

置
転

換
等

を
命

じ
た

こ
と

は
、

労
組

法
第

７
条

第
１

号
の

不
利

益
取

扱
い

に
該

当
す

る
か

（
争

点
１

）
。

 

ア
 

本
件

配
置

転
換

等
を

命
じ

た
こ

と
の

不
利

益
性

 

イ
 

会
社

は
、

組
合

員
で

あ
る

こ
と

の
故

を
も

っ
て

、
本

件
配

置
転

換
等

を
命

じ
た

と
い

え
る

か
。

 

(
2
)
 
団

体
交

渉
に

関
す

る
会

社
の

対
応

は
、

労
組

法
第

７
条

第
２

号
の

団
体

交
渉

拒
否

に
該

当
す

る
か

（
争

点
２

）
。

 

ア
 

会
社

は
、
合

理
的

な
理

由
な

く
、
団

体
交

渉
の

開
催

を
引

き
延

ば
し

た
と

い
え

る
か

。
 

イ
 

会
社

が
団

体
交

渉
の

開
催

条
件

を
リ

モ
ー

ト
方

式
と

し
た

こ
と

に
つ

い
て

、
合

理
性

が
あ

っ
た

と
い

え
る

か
。

 

ウ
 

団
体

交
渉

に
お

い
て

、
会

社
は

素
性

の
知

れ
な

い
人

物
を

同
席

さ
せ

て
い

た
か

。
同

席
さ

せ
て

い
た

場
合

、
会

社
の

そ
の

対
応

は
、

誠
実

交
渉

義
務

違
反

と
い

え
る

か
。

 

(
3
)
 
会

社
は

、
次

の
行

為
を

し
た

と
い

え
る

か
。

し
た

と
い

え
る

場
合

、
そ

の
行

為
は

労
組

法
第

７
条

第
３

号
の

支
配

介
入

に
該

当
す

る
か

（
争

点
３

）
。

 

ア
 

虐
待

防
止

委
員

会
や

運
営

推
進

会
議

を
使

っ
た

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
・

組
合

弱
体

化
 

イ
 

従
業

員
・

利
用

者
家

族
が

閲
覧

す
る

虐
待

改
善

計
画

書
に

お
け

る
Ａ

２
に

つ
い

て
の

「
元

職
員

」
と

の
記

載
 

ウ
 

Ａ
２

に
対

す
る

本
件

指
導

書
の

差
別

的
交

付
 

エ
 

職
員

会
議

に
お

け
る

Ａ
２

の
診

断
書

と
休

職
届

の
回

覧
及

び
運

営
推

進
会

議
に

お

け
る

更
な

る
責

任
追

及
を

あ
お

る
行

為
 

 

オ
 

Ａ
３

へ
の

「
指

導
」

を
目

的
と

し
た

配
置

転
換

、
パ

ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

及
び

い
じ

め
の

企
図

 

 

第
２

 
認

定
し

た
事

実
 

１
 

当
事

者
 

(
1
)
 
組

合
 

組
合

は
、
平

成
１

７
年

１
２

月
４

日
に

設
立

さ
れ

、
主

に
群

馬
県

内
に

所
在

す
る

事
業

所
に

勤
務

し
、

又
は

在
住

す
る

労
働

者
で

結
成

さ
れ

た
労

働
組

合
で

あ
る

。
４

年
１

号
事

 

件
申

立
時

の
組

合
員

数
は

８
８

名
で

あ
り

、
結

審
時

（
令

和
６

年
１

月
２

２
日

）
の

組
合

員
数

は
８

７
名

で
あ

る
。

 

ま
た

、
会

社
の

従
業

員
に

は
、

４
年

１
号

事
件

申
立

時
に

は
組

合
員

が
２

名
い

た
が

、

結
審

時
に

は
存

在
し

な
い

。
 

(
2
)
 
会

社
 

会
社

は
、

肩
書

地
に

本
店

を
置

き
、

Ｃ
１

市
内

に
て

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業

を
営

む
株

式
会

社
で

あ
る

。
結

審
時

の
従

業
員

数
は

３
５

名
で

、
Ｂ

３
本

所
に

は
２

０
名

、

Ｂ
２

支
所

に
は

１
５

名
が

配
属

さ
れ

て
い

る
。

 

２
 

４
年

１
号

事
件

救
済

申
立

て
に

至
る

ま
で

の
経

緯
 

(
1
)
 
Ａ

２
は

、
令

和
４

年
５

月
１

日
、

Ｂ
２

支
所

で
就

労
を

開
始

し
た

。
そ

の
雇

用
契

約
書

に
は

、
就

業
場

所
と

し
て

「
Ｙ

会
社

Ｂ
２

支
所

」
と

記
載

さ
れ

て
い

た
。

ま
た

、
会

社
の

就
業

規
則

に
は

、
「

第
2
6
条

 
業

務
上

必
要

が
あ

る
場

合
、
従

業
員

に
対

し
就

業
場

所
若

し
く

は
従

事
す

る
職

務
の

変
更

又
は

出
向

を
命

ず
る

こ
と

が
あ

る
。

」
と

規
定

さ
れ

て
い

た
。

 

(
2
)
 
同

年
８

月
２

３
日

、
Ａ

２
、

Ａ
３

及
び

従
業

員
の

Ｂ
４

（
以

下
「

Ｂ
４

」
と

い
う

。
）

が
介

助
を

し
た

利
用

者
の

Ｃ
２

（
以

下
「

Ｃ
２

」
と

い
う

。
）

の
鼻

か
ら

出
血

す
る

事
故

（
以

下
「

８
月

事
故

」
と

い
う

。
）

が
あ

っ
た

。
 

(
3
)
 
同

年
９

月
１

３
日

、
Ａ

２
、

Ａ
３

及
び

Ｂ
４

が
Ｃ

２
の

入
浴

介
助

等
を

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

Ｃ
２

が
そ

れ
を

拒
ん

で
激

し
く

抵
抗

し
た

た
め

、
そ

の
手

の
甲

及
び

顔
か

ら
出

血
す

る
事

故
（

以
下

「
９

月
事

故
」

と
い

う
。

）
が

発
生

し
た

。
 

そ
の

際
、

Ａ
２

は
、

Ｃ
２

に
対

し
て

「
馬

鹿
」

、
「

顔
を

見
て

る
だ

け
で

殴
り

て
ぇ

ん

だ
よ

」
、

「
は

は
は

、
ち

ん
ち

ん
使

う
ん

だ
？

」
、

「
す

げ
え

な
あ

。
ち

ん
ち

ん
使

う
ん

か
い

？
」

、
「

死
ん

だ
方

が
い

い
よ

」
、

「
世

の
中

の
た

め
に

死
ん

で
く

れ
」

、
「

き
っ

た
ね

え
な

、
ば

か
や

ろ
う

」
、
「

生
き

て
る

価
値

、
マ

イ
ナ

ス
だ

よ
、
マ

イ
ナ

ス
、
死

ね
、

死
ね

よ
、

お
ら

、
死

ね
死

ね
」

等
の

発
言

（
以

下
「

本
件

発
言

」
と

い
い

、
９

月
事

故
と

併
せ

て
「

本
件

事
案

」
と

い
う

。
）

を
し

た
。

 

な
お

、
本

件
発

言
は

Ｂ
４

に
よ

っ
て

、
Ｂ

４
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

録
音

さ
れ

た
。

 

Ａ
２

は
、

本
件

事
案

の
生

じ
た

後
、

９
月

事
故

に
つ

い
て

は
会

社
看

護
師

に
報

告
し

た

が
、

会
社

に
は

報
告

し
な

か
っ

た
。

ま
た

、
本

件
発

言
に

つ
い

て
は

、
ど

ち
ら

に
も

報
告

は
し

な
か

っ
た

。
 

(
4
)
 
な

お
、

Ｃ
２

は
従

前
か

ら
介

助
を

拒
否

し
て

、
職

員
に

対
し

、
殴

る
、

蹴
る

、
か

み
つ

く
な

ど
の

行
為

を
す

る
こ

と
が

あ
り

、
会

社
が

家
族

に
退

所
を

検
討

す
る

よ
う

に
伝

え
た
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こ
と

が
あ

っ
た

。
ま

た
、

会
社

専
務

で
あ

る
Ｂ

５
（

以
下

「
専

務
」

と
い

う
。

）
が

介
助

中
に

Ｃ
２

が
興

奮
状

態
と

な
り

、
専

務
が

制
止

し
よ

う
と

し
た

際
に

Ｃ
２

が
負

傷
し

た
こ

と
が

あ
っ

た
。

 

(
5
)
 
同

月
１

５
日

、
Ｂ

２
支

所
の

施
設

管
理

者
で

あ
る

Ｂ
６

（
以

下
「

Ｂ
６

」
と

い
う

。
）

は
、

専
務

に
本

件
事

案
に

つ
い

て
報

告
し

、
そ

の
詳

細
に

つ
い

て
Ｂ

４
か

ら
説

明
を

受
け

る
よ

う
求

め
た

。
 

(
6
)
 
同

月
１

６
日

午
前

、
専

務
は

、
Ｂ

４
か

ら
本

件
事

案
に

つ
い

て
聴

取
し

た
。

 

同
日

午
後

、
専

務
は

、
Ａ

３
か

ら
本

件
事

案
に

つ
い

て
聴

取
し

、
Ａ

３
に

事
故

報
告

書

の
作

成
を

命
じ

た
。

 

(
7
)
 
同

月
１

９
日

、
会

社
会

長
で

あ
る

Ｂ
７

（
以

下
「

会
長

」
と

い
う

。
）

及
び

専
務

は
、

Ａ
２

か
ら

８
月

事
故

及
び

本
件

事
案

に
つ

い
て

聴
取

し
た

。
た

だ
し

、
Ａ

２
は

、
本

件
発

言
に

つ
い

て
は

、
専

務
か

ら
問

わ
れ

る
こ

と
が

な
か

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

自
ら

言
及

す
る

こ
と

は
な

か
っ

た
。

 

 
 

そ
し

て
、

専
務

は
、

当
面

は
Ａ

２
に

夜
間

勤
務

を
さ

せ
な

い
こ

と
と

し
、

追
っ

て
文

書

で
Ａ

２
を

解
雇

す
る

旨
述

べ
た

。
Ａ

２
は

、
「

解
雇

さ
れ

る
と

困
り

ま
す

」
、

「
あ

ら
た

め
ま

す
の

で
仕

事
さ

せ
て

く
だ

さ
い

」
等

と
述

べ
た

の
に

対
し

、
専

務
は

、
「

こ
れ

事
件

な
ん

で
す

け
ど

」
、

「
も

し
か

し
た

ら
事

件
化

す
る

か
も

し
れ

な
い

」
等

と
述

べ
た

。
な

お
、

そ
の

後
Ａ

２
に

対
し

解
雇

通
知

の
文

書
が

発
出

さ
れ

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。
 

(
8
)
 
同

年
９

月
２

０
日

、
Ａ

２
は

、
組

合
に

加
入

し
た

。
 

Ａ
２

の
加

入
を

受
け

て
、

同
日

午
後

７
時

頃
、

組
合

は
、

自
宅

に
い

た
専

務
の

携
帯

電

話
に

電
話

し
、

Ａ
２

が
組

合
に

加
入

し
た

こ
と

を
通

告
し

、
Ａ

２
に

対
す

る
解

雇
通

告
を

撤
回

す
る

よ
う

に
求

め
た

。
専

務
は

、
解

雇
は

口
頭

で
し

た
だ

け
で

、
現

在
調

査
中

で
あ

り
、

「
事

件
に

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

」
、

「
事

件
に

い
た

し
ま

す
」

、
「

傷
害

か
も

し
れ

ま
せ

ん
」

等
と

述
べ

、
事

件
に

な
っ

た
後

に
解

雇
の

話
が

出
る

可
能

性
が

あ
る

と
も

述
べ

た
。

組
合

は
、

調
査

中
で

は
な

く
調

査
の

結
果

が
出

て
か

ら
処

分
を

決
め

る
の

が
筋

で
は

な
い

か
と

述
べ

た
。

 

(
9
)
 
同

月
２

１
日

、
Ａ

２
は

、
会

社
の

指
示

に
よ

り
Ｂ

３
本

所
に

出
勤

し
た

。
そ

こ
で

会
社

社
長

の
Ｂ

１
（

以
下

「
社

長
」

と
い

う
。

）
及

び
専

務
と

面
談

し
、

Ｂ
２

支
所

で
引

き
続

き
働

く
こ

と
を

希
望

し
た

Ａ
２

に
対

し
て

、
会

社
は

、
研

修
を

受
け

さ
せ

る
た

め
と

し
て

、

Ｂ
３

本
所

へ
の

配
置

転
換

を
命

じ
た

。
 

 
 

た
だ

し
、

研
修

期
間

は
告

げ
ら

れ
て

お
ら

ず
、

配
置

転
換

が
一

時
的

な
も

の
か

ど
う

か

は
は

っ
き

り
し

て
い

な
い

。
 

 

面
談

の
中

で
、

専
務

は
再

度
Ａ

２
に

Ｃ
２

の
受

傷
の

経
緯

な
ど

を
聴

取
し

、
Ａ

２
は

反

省
し

て
い

る
旨

述
べ

た
。
 
面

談
の

終
わ

り
の

方
で

、
社

長
が
「

う
ち

の
会

社
が

よ
く

て
勤

め
た

い
ん

で
あ

れ
ば

考
え

れ
ば

い
い

」
と

言
う

と
、

Ａ
２

は
勤

め
た

い
と

応
じ

た
。

さ
ら

に
、

社
長

が
「

だ
っ

た
ら

自
分

を
変

え
な

く
ち

ゃ
ね

。
そ

の
代

わ
り

に
ず

っ
と

監
視

が
付

き
ま

す
よ

。
な

お
る

ま
で

」
と

発
言

し
た

と
こ

ろ
、

Ａ
２

は
「

は
い

」
と

応
じ

た
。

 

ま
た

、
Ｂ

３
本

所
へ

の
配

置
転

換
と

併
せ

て
、

会
社

は
、

Ａ
２

の
休

日
を

土
曜

日
及

び

日
曜

日
と

す
る

と
と

も
に

、
勤

務
時

間
帯

を
指

導
員

の
人

員
を

確
保

で
き

る
日

勤
帯

に
変

更
し

た
た

め
、

Ｂ
３

本
所

に
お

い
て

も
Ａ

２
の

夜
間

勤
務

は
な

く
な

っ
た

。
 

こ
れ

に
対

し
Ａ

２
は

、
家

族
の

介
護

等
の

理
由

で
休

日
は

平
日

に
す

る
こ

と
を

求
め

た

が
、

専
務

は
、

専
務

自
身

が
Ａ

２
の

研
修

の
面

倒
を

見
る

の
で

、
そ

の
休

日
に

合
わ

せ
る

た
め

で
あ

る
旨

述
べ

、
平

日
の

休
み

に
つ

い
て

は
そ

の
都

度
個

別
の

希
望

を
出

す
よ

う
に

言
っ

た
。

 

本
件

配
置

転
換

等
に

よ
り

、
Ａ

２
の

通
勤

距
離

は
片

道
約

５
．

８
ｋ

ｍ
か

ら
約

２
．

２

ｋ
ｍ

と
短

縮
さ

れ
た

が
、

夜
間

勤
務

が
な

い
こ

と
に

よ
り

給
与

が
減

額
さ

れ
る

結
果

と
な

っ
た

。
 

そ
の

他
、

専
務

は
、

面
談

の
中

で
、

次
の

よ
う

な
発

言
を

し
た

。
 

ア
 

「
労

組
に

話
さ

れ
て

、
勤

務
す

る
な

ら
勤

務
し

て
も

ら
っ

て
も

い
い

け
ど

、
と

ん
で

も
な

く
厳

し
く

な
り

ま
す

よ
、

今
度

は
ね

。
事

件
を

起
こ

し
た

ん
だ

か
ら

ね
。

…
何

年

に
起

こ
し

た
っ

て
の

が
事

件
じ

ゃ
な

い
っ

て
こ

と
よ

く
覚

え
て

お
け

よ
。

…
押

さ
え

つ

け
た

と
い

う
の

は
暴

行
だ

よ
」

 

イ
 
「

だ
け

ど
労

働
局
（

マ
マ

）
か

ら
か

か
っ

て
き

た
の

は
死

ぬ
ほ

ど
び

っ
く

り
し

た
よ

。

お
れ

が
何

し
た

ん
だ

っ
て

ね
。

あ
ー

、
こ

の
人

、
ど

う
い

う
考

え
で

こ
う

い
う

ふ
う

に

な
っ

た
ん

か
な

っ
て

、
さ

っ
き

も
、
切

実
に

言
っ

た
け

ど
さ

、
会

社
つ

ぶ
れ

そ
う

だ
よ

」
 

ウ
 

「
労

組
の

話
は

聞
く

け
ど

、
僕

の
と

こ
ろ

は
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

が
聞

け
な

い
と

い
う

話
に

な
る

ん
か

ね
？

ど
っ

ち
が

上
な

ん
？

ど
っ

ち
の

…
労

組
っ

て
そ

ん
な

に
偉

い

の
？

」
 

エ
 

「
相

談
の

結
果

こ
っ

ち
の

方
に

迷
惑

か
か

る
こ

と
は

や
め

て
く

れ
。

相
談

し
た

っ
て

い
い

よ
。

ど
こ

だ
っ

て
。

相
談

な
ん

て
い

く
ら

で
も

で
き

る
よ

。
つ

ま
り

こ
こ

で
働

き

つ
つ

、
チ

ク
チ

ク
と

そ
う

い
う

よ
う

な
形

で
き

て
、

こ
っ

ち
に

不
快

な
思

い
を

さ
せ

な

が
ら

、
働

き
続

け
る

っ
て

…
な

ん
で

黙
っ

て
る

の
？

…
そ

う
し

よ
う

っ
て

い
う

の
？

な

ん
で

黙
っ

て
る

の
？

ど
う

で
も

い
い

の
か

？
」

 

(
1
0
)
同

日
、

専
務

は
、

Ｃ
１

市
役

所
を

訪
問

し
、

本
件

事
案

に
つ

い
て

相
談

し
た

。
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な
お

、
会

社
の
「

高
齢

者
虐

待
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
（

以
下
「

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
と

い
う

。
）

に
お

い
て

は
、

高
齢

者
虐

待
の

対
応

手
順

と
し

て
、

Ｃ
１

市
へ

状
況

の
相

談
、

通
報

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
、

必
要

に
応

じ
て

警
察

へ
の

連
絡

を
行

う
こ

と
な

ど
が

記
載

さ
れ

、
ま

た
、

市
町

村
へ

の
通

報
・

報
告

は
利

用
者

や
家

族
へ

の
事

実
確

認
や

職
員

が
聞

き
取

り
調

査
を

し
た

結
果

か
ら

「
虐

待
の

疑
い

あ
り

」
と

判
断

し
た

段
階

で
行

う
と

記
載

さ
れ

て
い

た
。

ま
た

、
虐

待
が

疑
わ

れ
る

職
員

に
つ

い
て

は
、

心
理

状
態

や
現

場
の

状
況

に
配

慮
し

た
上

で
事

実
を

冷
静

に
確

認
、

虐
待

と
決

め
つ

け
ず

に
慎

重
に

確
認

と
の

記
載

が
あ

っ

た
。

 

(
1
1
)
同

月
２

２
日

、
組

合
は

、
会

社
に

対
し

、
Ａ

３
が

組
合

員
で

あ
る

こ
と

及
び

Ａ
２

が
組

合
に

加
入

し
た

こ
と

を
書

面
で

通
知

す
る

と
と

も
に

、
Ａ

２
の

解
雇

撤
回

等
を

求
め

る
要

求
書

を
提

出
し

、
同

月
３

０
日

ま
で

の
団

体
交

渉
の

開
催

を
求

め
た

。
 

同
月

２
２

日
、

組
合

は
会

社
に

対
し

、
Ａ

２
や

Ａ
３

に
対

す
る

未
払

残
業

代
の

支
払

な

ど
を

求
め

る
追

加
要

求
書

を
提

出
し

た
。

 

(
1
2
)
同

日
、
専

務
は

、
Ｃ

１
警

察
署

生
活

安
全

課
を

訪
れ

、
本

件
事

案
に

つ
い

て
相

談
し

た
。
 

(
1
3
)
同

月
２

６
日

、
組

合
は

、
Ｂ

３
本

所
及

び
Ｂ

２
支

所
に

て
「

不
当

解
雇

を
撤

回
し

ろ
」

等
と

記
載

さ
れ

た
ビ

ラ
を

配
布

し
、

会
社

が
組

合
の

要
求

や
申

入
れ

を
無

視
し

て
不

当
な

対
応

を
繰

り
返

し
て

い
る

と
抗

議
す

る
同

日
付

け
の

文
書

を
会

社
に

送
付

し
た

。
 

(
1
4
)
同

月
２

７
日

、
会

社
は

上
記

(
1
1
)
の

団
体

交
渉

の
要

求
に

対
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

群
馬

県
が

リ
モ

ー
ト

方
式

の
会

議
等

を
推

奨
し

て
い

る
と

し

て
、

リ
モ

ー
ト

方
式

に
よ

る
団

体
交

渉
の

開
催

を
提

案
す

る
と

と
も

に
、

本
件

事
案

等
の

調
査

や
リ

モ
ー

ト
方

式
に

よ
る

団
体

交
渉

開
催

の
準

備
の

た
め

、
開

催
日

を
組

合
の

要
求

よ
り

１
か

月
先

の
同

年
１

０
月

３
０

日
と

す
る

と
い

う
提

案
を

し
た

。
 

こ
れ

に
対

し
、

組
合

は
、

会
社

の
提

案
に

は
応

じ
ら

れ
ず

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感

染
症

対
策

の
た

め
に

十
分

な
広

さ
を

持
つ

会
場

を
組

合
側

が
確

保
す

る
用

意
が

あ
る

こ

と
を

示
し

た
上

で
、

同
年

９
月

３
０

日
ま

で
に

対
面

に
よ

り
開

催
す

る
こ

と
を

求
め

た

が
、

会
社

は
上

記
の

提
案

を
変

え
な

か
っ

た
。

 

な
お

、
同

年
９

月
及

び
１

０
月

頃
、

群
馬

県
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

に

関
す

る
「

社
会

経
済

活
動

再
開

に
向

け
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
（

以
下
「

県
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

と
い

う
。

）
に

基
づ

く
警

戒
レ

ベ
ル

は
２

で
あ

り
、

高
齢

者
施

設
で

の
面

会
は

十
分

注
意

（
オ

ン
ラ

イ
ン

面
会

を
推

奨
）

と
さ

れ
て

い
た

。
 

(
1
5
)
同

年
９

月
２

９
日

、
組

合
は

、
会

社
に

対
し

、
Ａ

２
の

配
置

転
換

等
の

撤
回

を
条

件
に

同
年

１
０

月
３

０
日

の
団

体
交

渉
の

開
催

に
同

意
す

る
も

の
の

、
リ

モ
ー

ト
方

式
に

よ
る

 

団
体

交
渉

の
開

催
に

は
理

由
が

な
く

、
対

面
に

よ
る

団
体

交
渉

に
応

じ
な

い
場

合
に

は
不

当
労

働
行

為
に

該
当

す
る

旨
を

通
知

し
た

。
 

こ
れ

に
対

し
、

会
社

は
、

従
前

の
主

張
を

繰
り

返
し

、
開

催
方

法
及

び
開

催
日

に
つ

い

て
の

組
合

の
要

望
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
回

答
し

た
。

 

(
1
6
)
同

年
１

０
月

３
日

、
会

社
は

、
虐

待
防

止
委

員
会

の
設

置
を

決
定

し
た

。
同

委
員

会
の

構
成

は
、
委

員
長

を
専

務
、
副

委
員

長
を

Ｂ
８
（

以
下
「

Ｂ
８

」
と

い
う

。
）
、
Ｂ

９
（

以

下
「

Ｂ
９

」
と

い
う

。
）

及
び

Ｂ
６

の
３

名
、

委
員

を
会

社
全

従
業

員
と

し
て

い
た

。
 

な
お

、
「

小
規

模
多

機
能

の
家

Ｙ
会

社
運

営
規

程
」
（

以
下
「

運
営

規
程

」
と

い
う

。
）

で
は

、
虐

待
を

防
止

す
る

た
め

の
対

策
を

検
討

す
る

委
員

会
を

月
１

回
以

上
開

催
し

、
そ

の
結

果
に

つ
い

て
従

業
員

に
周

知
徹

底
を

図
る

と
規

定
さ

れ
て

い
た

が
、

こ
れ

ま
で

会
社

が
重

大
な

虐
待

事
案

と
認

め
た

案
件

が
な

か
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
同

日
よ

り
前

に
は

規
定

ど
お

り
に

開
催

さ
れ

て
は

い
な

か
っ

た
。

 

(
1
7
)
同

月
１

２
日

、
社

長
は

、
残

業
代

の
問

題
に

つ
い

て
は

「
そ

れ
は

組
合

を
通

し
て

出
し

ま
す

の
で

」
と

述
べ

る
Ａ

３
に

対
し

、
「

な
ん

で
組

合
を

通
さ

な
い

と
出

せ
な

い
の

」
、

「
賃

金
の

未
払

い
が

あ
る

ん
だ

っ
た

ら
悪

い
か

ら
す

ぐ
払

い
た

い
」

、
「

い
ず

れ
に

し
て

も
出

し
て

く
だ

さ
い

。
出

さ
な

い
こ

と
に

は
話

に
な

ら
な

い
」

と
強

く
言

っ
た

。
 

ま
た

、
会

長
は

、
「

な
ん

で
組

合
が

こ
こ

に
出

て
く

る
ん

だ
よ

」
、

「
組

合
員

だ
っ

て

こ
と

、
お

れ
な

ん
か

も
、

雇
う

時
知

ら
な

か
っ

た
よ

な
」

等
と

発
言

し
た

。
 

同
日

、
組

合
は

、
社

長
の

上
記

の
対

応
は

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
で

あ
り

、
不

当
労

働

行
為

に
該

当
す

る
と

し
て

抗
議

し
謝

罪
を

求
め

る
と

と
も

に
、

会
社

が
残

業
代

の
算

出
に

必
要

な
就

業
規

則
、

賃
金

規
程

及
び

３
６

協
定

書
の

提
出

を
行

わ
ず

、
ま

た
、

タ
イ

ム
カ

ー
ド

の
設

置
や

休
憩

時
間

等
の

問
題

も
あ

り
、

組
合

と
し

て
は

時
間

外
労

働
時

間
の

計
算

が
で

き
な

い
の

で
あ

る
か

ら
、

早
期

に
団

体
交

渉
を

開
催

す
る

よ
う

要
求

し
た

。
 

(
1
8
)
同

月
１

３
日

、
組

合
は

、
会

社
に

対
し

、
対

面
で

の
団

体
交

渉
の

早
期

開
催

を
申

し
入

れ
た

。
 

(
1
9
)
同

月
１

９
日

、
組

合
は

、
会

社
に

対
し

、
上

記
(
7
)
の

聴
取

の
内

容
を

文
書

で
示

し
た

上

で
、

同
月

３
０

日
の

団
体

交
渉

に
お

い
て

謝
罪

す
る

こ
と

、
対

面
で

の
団

体
交

渉
を

直
ち

に
開

催
す

る
こ

と
、

組
合

の
要

求
事

項
及

び
申

入
れ

事
項

に
つ

い
て

誠
実

な
謝

罪
と

対
応

を
行

う
こ

と
を

求
め

た
。

 

(
2
0
)
同

月
２

１
日

、
組

合
は

、
会

社
に

対
し

、
上

記
(
1
7
)
の

社
長

が
Ａ

３
に

対
し

て
行

っ
た

対
応

に
つ

い
て

再
度

抗
議

し
、

団
体

交
渉

を
開

催
し

て
、

要
求

す
る

事
項

に
つ

い
て

回
答

す
る

よ
う

求
め

た
。
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(
2
1
)
同

月
２

４
日

、
会

社
は

、
組

合
に

対
し

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

他
感

染
症

対
策

の
た

め
、

リ
モ

ー
ト

方
式

に
よ

る
団

体
交

渉
の

開
催

を
再

度
求

め
、

開
催

日
時

の
調

整
は

組
合

が
リ

モ
ー

ト
方

式
を

認
め

た
上

で
行

う
こ

と
、

開
催

方
法

に
つ

い
て

は
こ

れ
以

上
の

問
合

せ
は

受
け

付
け

ら
れ

な
い

こ
と

及
び

今
後

の
連

絡
は

正
確

性
を

期
す

る
た

め
に

当
面

の
間

は

書
面

に
よ

り
行

い
、

電
話

に
よ

る
申

入
れ

は
断

る
こ

と
を

通
知

し
た

。
 

(
2
2
)
同

月
２

５
日

、
組

合
は

、
当

委
員

会
に

対
し

、
団

体
交

渉
を

リ
モ

ー
ト

方
式

で
は

な
く

対
面

方
式

で
開

催
す

る
こ

と
を

調
整

事
項

と
し

た
、

あ
っ

せ
ん

の
申

請
を

行
っ

た
。

 

(
2
3
)
同

月
２

６
日

、
組

合
は

、
会

社
に

対
し

、
上

記
(
2
1
)
の

リ
モ

ー
ト

方
式

を
求

め
る

会
社

の
通

告
は

容
認

で
き

な
い

と
し

た
も

の
の

、
リ

モ
ー

ト
方

式
で

の
団

体
交

渉
に

応
じ

る
こ

と
と

し
、

同
月

３
０

日
ま

で
に

開
催

す
る

よ
う

求
め

た
。

 

(
2
4
)
同

月
２

７
日

、
会

社
は

、
組

合
に

対
し

、
組

合
が

示
し

た
期

日
ま

で
の

日
程

調
整

は
困

難
で

あ
る

と
し

て
、

同
年

１
１

月
第

２
週

ま
で

の
間

に
開

催
し

た
い

の
で

、
開

催
候

補
日

を
複

数
示

す
よ

う
依

頼
し

た
。

 

(
2
5
)
同

年
１

０
月

２
８

日
に

組
合

と
会

社
の

間
で

以
下

の
フ

ァ
ッ

ク
ス

で
の

や
り

と
り

が

あ
っ

た
。

 

ま
ず

、
組

合
は

、
会

社
に

対
し

、
先

に
会

社
か

ら
団

体
交

渉
の

開
催

予
定

日
を

同
月

３

０
日

と
指

定
し

た
の

で
あ

る
か

ら
、

延
期

は
認

め
ら

れ
な

い
旨

回
答

し
た

。
 

そ
れ

に
対

し
て

、
会

社
は

、
開

催
予

定
日

に
つ

い
て

は
承

諾
し

た
が

、
開

催
時

間
を

１

時
間

、
出

席
者

を
双

方
３

名
以

内
、

録
音

や
録

画
の

不
許

可
、

組
合

か
ら

の
団

体
交

渉
以

外
の

電
話

や
面

談
を

当
面

断
る

こ
と

を
伝

え
た

。
 

こ
れ

に
対

し
て

、
組

合
は

、
開

催
時

間
を

２
時

間
と

し
、

出
席

者
を

双
方

８
名

以
内

と

し
、

録
画

は
行

わ
な

い
が

録
音

の
許

可
を

申
し

入
れ

た
。

 

こ
の

申
入

れ
に

対
し

て
、

会
社

は
、

開
催

時
間

は
１

時
間

３
０

分
程

度
、

出
席

者
は

双

方
必

ず
３

名
以

内
、

録
音

や
録

画
の

不
許

可
、

組
合

か
ら

の
団

体
交

渉
以

外
の

電
話

や
面

談
を

当
面

断
る

こ
と

を
繰

り
返

し
、

開
催

方
法

に
つ

い
て

こ
れ

以
上

の
問

い
合

わ
せ

を
受

け
付

け
な

い
こ

と
も

付
け

加
え

た
。

 

組
合

は
、

会
社

に
対

し
、

出
席

者
は

双
方

５
名

、
録

音
は

自
由

で
あ

る
こ

と
を

問
い

合

わ
せ

で
な

く
通

告
し

、
就

業
規

則
、

賃
金

規
程

、
３

６
協

定
書

等
に

つ
い

て
団

体
交

渉
開

催
前

に
送

付
す

る
よ

う
に

改
め

て
申

し
入

れ
た

。
 

(
2
6
)
同

月
３

０
日

、
団

体
交

渉
が

リ
モ

ー
ト

方
式

に
よ

り
開

催
さ

れ
た

（
以

下
、

当
該

団
体

交
渉

を
「

本
件

団
体

交
渉

」
と

い
う

。
）

。
 

本
件

団
体

交
渉

に
お

い
て

、
会

社
は

、
組

合
に

対
し

、
本

件
発

言
に

つ
い

て
説

明
し

た
。
 

 

 

組
合

が
、

Ａ
２

の
解

雇
撤

回
を

求
め

た
と

こ
ろ

、
会

社
は

、
Ａ

２
に

対
す

る
解

雇
予

告

の
通

知
は

し
て

い
な

い
と

述
べ

た
上

で
、

会
社

都
合

退
職

と
な

る
と

再
就

職
が

困
難

と
な

る
恐

れ
が

あ
る

た
め

、
自

己
退

社
を

勧
め

た
も

の
で

あ
っ

て
、

解
雇

で
は

な
い

と
回

答
し

た
。

 

し
か

し
、

会
社

は
、

Ａ
２

が
心

理
的

及
び

身
体

的
虐

待
を

利
用

者
に

行
っ

た
こ

と
、

そ

の
行

為
が

現
場

の
判

断
で

秘
匿

さ
れ

た
こ

と
、

経
験

豊
富

な
職

員
に

よ
る

不
適

切
事

案
で

あ
る

と
し

て
、

Ａ
２

に
つ

い
て

は
退

職
勧

奨
が

相
当

と
判

断
し

た
旨

述
べ

、
本

件
事

案
に

お
け

る
そ

の
他

の
介

助
者

に
つ

い
て

も
、

Ａ
２

の
動

静
を

把
握

し
て

い
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
報

告
が

な
か

っ
た

こ
と

や
、

利
用

者
に

対
す

る
礼

を
欠

い
た

応
接

は
戒

告
に

あ
た

る
と

し
て

処
分

を
検

討
し

て
い

る
旨

発
言

し
た

。
 

な
お

、
本

件
団

体
交

渉
の

最
中

、
組

合
は

、
会

社
側

出
席

者
に

つ
い

て
会

長
及

び
専

務

以
外

の
素

性
が

知
れ

な
い

者
の

存
在

を
主

張
し

、
会

社
側

の
カ

メ
ラ

を
回

し
て

周
囲

を
写

す
よ

う
数

回
要

求
し

た
が

、
会

社
は

対
応

し
な

か
っ

た
。

 

本
件

団
体

交
渉

の
終

盤
に

お
い

て
、

今
後

、
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ
に

よ
り

連
絡

を
取

る
こ

と

に
つ

い
て

は
差

し
支

え
な

い
旨

を
、

組
合

、
会

社
双

方
が

確
認

し
た

。
 

(
2
7
)
同

年
１

１
月

１
日

、
会

社
は

、
組

合
に

次
の

ア
な

い
し

エ
の

申
入

れ
等

を
行

っ
た

。
 

ア
 

団
体

交
渉

に
つ

い
て

の
申

入
れ

 

(
ｱ
)
 
今

後
の

団
体

交
渉

は
リ

モ
ー

ト
方

式
に

よ
る

。
 

(
ｲ
)
 
次

回
期

日
は

同
月

１
５

日
以

降
と

す
る

。
 

(
ｳ
)
 
交

渉
時

間
は

１
時

間
ま

で
と

す
る

。
 

(
ｴ
)
 
Ａ

２
に

つ
い

て
は

、
退

職
勧

奨
を

行
っ

た
後

も
現

在
継

続
雇

用
中

で
あ

り
、

配
置

転
換

な
ど

は
本

件
団

体
交

渉
に

お
い

て
回

答
し

て
い

る
の

で
、

今
後

の
団

体
交

渉
の

議
題

と
し

て
扱

わ
な

い
。

 

イ
 

謝
罪

の
要

求
 

同
年

９
月

２
６

日
に

組
合

が
配

布
し

た
ビ

ラ
等

は
、

本
件

発
言

に
触

れ
る

こ
と

な
く

会
社

を
批

判
し

て
い

る
た

め
、

組
合

が
謝

罪
す

る
こ

と
。

 

ウ
 

本
件

発
言

に
つ

い
て

の
組

合
の

対
応

に
係

る
回

答
の

要
求

 

組
合

が
ビ

ラ
等

に
お

い
て

本
件

発
言

に
言

及
し

な
か

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

、
本

件
団

体
交

渉
後

、
組

合
で

ど
の

よ
う

な
話

し
合

い
が

さ
れ

た
か

に
つ

い
て

文
書

で
回

答
す

る

こ
と

。
 

エ
 

同
年

１
０

月
３

０
日

付
け

の
「

団
体

交
渉

回
答

」
と

題
す

る
書

面
の

交
付

 

な
お

、
上

記
エ

の
書

面
に

は
、

Ａ
２

が
身

体
的

虐
待

、
心

理
的

虐
待

及
び

性
的

虐
待

を
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行
っ

た
こ

と
や

、
Ａ

２
に

対
し

、
今

後
も

継
続

し
て

退
職

勧
奨

す
る

等
の

記
載

が
あ

っ
た

。

ま
た

､
会

社
が

退
職

を
勧

め
る

理
由

と
し

て
、

虐
待

再
発

の
不

安
か

ら
使

用
者

と
従

業
員

の
信

頼
関

係
が

崩
壊

し
て

い
る

こ
と

や
、

職
員

の
Ａ

２
に

対
す

る
不

信
の

念
が

払
拭

で
き

ず
、

こ
の

職
に

お
い

て
絶

対
不

可
欠

な
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
が

取
れ

な
い

恐
れ

が
あ

る
こ

と
等

が
記

載
さ

れ
て

い
た

。
 

(
2
8
)
同

年
１

１
月

１
日

、
組

合
は

、
会

社
に

対
し

、
団

体
交

渉
を

リ
モ

ー
ト

方
式

に
よ

り
開

催
す

る
こ

と
に

は
理

由
が

な
く

、
対

面
以

外
の

方
式

は
今

後
一

切
認

め
な

い
こ

と
を

回
答

し
た

。
そ

し
て

、
会

社
が

、
本

件
団

体
交

渉
に

お
い

て
不

法
に

外
部

の
者

を
同

席
さ

せ
た

こ
と

や
、

リ
モ

ー
ト

方
式

を
組

合
に

強
い

た
こ

と
は

不
当

労
働

行
為

で
あ

る
と

し
て

、
当

委
員

会
あ

て
救

済
申

立
て

を
行

う
こ

と
を

通
知

し
た

。
 

さ
ら

に
、

上
記

(
7
)
に

お
い

て
会

長
及

び
専

務
が

Ａ
２

に
退

職
を

迫
っ

た
こ

と
が

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
で

あ
る

と
し

て
、

発
言

の
撤

回
と

謝
罪

を
求

め
た

。
 

ま
た

、
ビ

ラ
等

に
お

い
て

本
件

発
言

に
言

及
し

な
か

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

、
Ａ

２
は

本

件
発

言
を

意
図

的
に

隠
し

た
も

の
で

は
な

く
、

ビ
ラ

等
の

内
容

は
全

て
事

実
で

あ
る

と
し

て
撤

回
も

謝
罪

も
行

わ
な

い
こ

と
を

表
明

し
た

。
 

同
日

、
更

に
、

組
合

は
、

会
社

に
対

し
本

件
団

体
交

渉
の

内
容

を
踏

ま
え

て
要

求
書

を

提
出

し
、

Ａ
２

の
勤

務
の

シ
フ

ト
の

組
み

方
に

つ
い

て
、

本
人

の
希

望
を

聴
取

・
調

整
の

上
決

定
す

る
こ

と
や

、
本

件
配

置
転

換
等

の
前

の
状

態
に

戻
す

こ
と

等
を

要
求

し
た

。
 

(
2
9
)
同

月
２

日
、

組
合

は
、

不
当

労
働

行
為

救
済

申
立

て
を

行
う

た
め

、
上

記
(
2
2
)
の

あ
っ

せ
ん

申
請

を
取

り
下

げ
た

。
 

 

(
3
0
)
同

月
５

日
、

会
社

は
、

組
合

に
対

し
、

会
社

の
裁

量
を

超
え

て
本

人
の

希
望

の
み

を
勤

務
シ

フ
ト

に
反

映
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

こ
と

、
休

日
を

土
日

と
す

る
こ

と
に

つ
い

て
不

都
合

が
あ

れ
ば

希
望

休
や

介
護

休
暇

等
の

会
社

の
休

暇
制

度
を

利
用

し
て

ほ
し

い
こ

と
、

Ａ
２

の
夜

間
勤

務
は

利
用

者
や

そ
の

家
族

の
感

情
に

反
し

、
Ａ

２
の

能
力

が
不

足
し

て
い

る
こ

と
か

ら
も

認
め

ら
れ

な
い

こ
と

等
を

回
答

し
た

。
 

(
3
1
)
同

月
７

日
、

組
合

は
、

会
社

に
対

し
、

Ａ
２

の
労

働
条

件
を

本
件

配
置

転
換

等
の

前
の

状
態

に
戻

す
こ

と
等

を
要

求
し

、
会

社
が

こ
れ

に
応

じ
な

い
場

合
に

は
、

当
委

員
会

あ
て

不
当

労
働

行
為

救
済

申
立

て
を

行
う

こ
と

を
通

知
し

た
。

 

(
3
2
)
同

月
１

０
日

、
会

社
は

、
上

記
(
3
1
)
の

要
求

に
対

し
、

Ａ
２

の
休

日
を

指
定

し
た

こ
と

は
他

の
職

員
に

比
べ

て
差

別
的

な
も

の
で

あ
る

と
は

い
え

ず
、

ま
た

、
Ａ

２
の

夜
間

勤
務

を
制

限
し

た
こ

と
は

会
社

の
裁

量
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

配
置

転
換

は
業

務
上

必
要

の
あ

る
業

務
命

令
と

し
て

扱
う

等
の

回
答

を
し

た
。

 

 

３
 

４
年

１
号

事
件

救
済

申
立

て
か

ら
５

年
２

号
事

件
救

済
申

立
て

に
至

る
ま

で
の

経
緯

 

(
1
)
 
令

和
４

年
１

１
月

１
５

日
、

組
合

は
、

当
委

員
会

あ
て

４
年

1
号

事
件

に
か

か
る

救
済

申
立

て
を

行
っ

た
。

こ
れ

に
対

す
る

同
年

１
２

月
２

０
日

付
け

の
会

社
の

答
弁

書
に

は
、

今
後

は
対

面
方

式
を

基
本

と
し

て
団

体
交

渉
に

応
ず

る
用

意
が

あ
る

と
記

載
さ

れ
て

い

た
。

 

(
2
)
 
同

年
１

１
月

２
４

日
、

会
社

は
、

日
勤

帯
と

夜
勤

帯
の

従
事

者
全

員
で

行
う

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

（
以

下
「

申
し

送
り

」
と

い
う

。
）

を
当

面
の

間
行

わ
な

い
こ

と
と

し
、

日
勤

帯
の

リ
ー

ダ
ー

と
夜

勤
帯

の
従

業
員

と
の

間
で

情
報

共
有

を
行

う
方

法
に

変
更

し
た

。
 

(
3
)
 
同

月
２

９
日

付
け

に
て

、
Ｃ

１
市

は
、

会
社

に
対

し
て

、
本

件
発

言
が

心
理

的
虐

待
に

該
当

す
る

旨
の

通
知

を
発

出
し

た
。

 

ま
た

、
「

口
頭

指
導

事
項

」
と

題
す

る
書

面
に

は
、

け
が

に
つ

い
て

は
身

体
的

虐
待

と

ま
で

の
認

定
と

は
な

ら
な

か
っ

た
が

、
介

助
の

工
夫

や
情

報
共

有
に

よ
り

防
ぐ

こ
と

が
で

き
た

事
案

と
思

わ
れ

る
の

で
再

発
防

止
策

を
と

る
こ

と
や

、
事

業
所

間
の

人
事

交
流

な
ど

風
通

し
の

良
い

職
場

づ
く

り
を

検
討

す
る

よ
う

に
と

の
記

載
が

あ
っ

た
。

 

(
4
)
 
同

月
２

９
日

、
会

社
は

、
利

用
者

の
家

族
を

集
め

て
本

件
事

案
に

か
か

る
説

明
会

（
以

下
「

家
族

説
明

会
」

と
い

う
。

）
を

実
施

し
た

。
事

案
内

容
の

説
明

を
し

た
後

に
質

疑
応

答
と

会
社

に
よ

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

が
行

わ
れ

、
８

月
事

故
及

び
本

件
事

案
に

つ
い

て
、

同
一

の
介

護
者

に
よ

る
も

の
か

ど
う

か
、

警
察

へ
の

届
出

の
有

無
、

そ
の

介
護

者
に

夜
間

勤
務

を
さ

せ
る

か
否

か
な

ど
の

質
問

が
あ

っ
た

ほ
か

、
入

所
親

族
が

心
配

だ
な

ど
Ａ

２
の

行
為

に
批

判
的

な
意

見
が

多
か

っ
た

。
 

(
5
)
 
同

日
、

会
社

は
Ａ

２
に

対
し

、
口

頭
で

何
度

も
指

導
し

て
き

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
Ａ

２
が

ホ
ー

ル
や

廊
下

で
緊

急
の

要
件

で
は

な
い

の
に

走
る

こ
と

を
繰

り
返

し
て

利
用

者

に
ぶ

つ
か

り
そ

う
に

な
っ

た
こ

と
、

今
後

は
業

務
に

集
中

し
て

施
設

内
で

は
走

ら
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

、
指

導
に

言
い

分
が

あ
れ

ば
１

週
間

以
内

に
文

書
で

提
出

す
る

こ
と

、
指

導
に

従
う

の
で

あ
れ

ば
署

名
し

て
提

出
す

る
こ

と
な

ど
を

記
載

し
た

指
導

書
を

交
付

し

た
が

、
Ａ

２
は

い
ず

れ
も

提
出

し
な

か
っ

た
。

 

(
6
)
 
同

月
３

０
日

、
会

社
は

Ａ
２

に
対

し
、

口
頭

で
何

度
も

指
導

し
て

き
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

Ａ
２

が
排

せ
つ

介
助

を
行

う
中

で
持

ち
場

を
離

れ
て

廊
下

を
走

っ
た

こ
と

、
持

ち
場

を
離

れ
ず

、
ホ

ー
ル

や
廊

下
を

走
ら

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
な

ど
が

記
載

さ
れ

た
指

導
書

を
交

付
し

て
、

弁
明

又
は

指
導

書
へ

の
署

名
を

求
め

た
。

 

な
お

、
同

日
の

指
導

書
の

交
付

前
に

は
、

Ｂ
９

に
よ

る
口

頭
で

の
指

導
が

な
さ

れ
て

い

た
。
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専
務

が
指

導
書

を
交

付
し

た
際

、
Ａ

２
は

利
用

者
の

排
せ

つ
介

助
中

に
応

援
が

欲
し

く

て
走

っ
た

旨
述

べ
た

。
そ

し
て

、
Ａ

２
は

指
導

書
へ

の
署

名
は

拒
否

す
る

一
方

、
「

ま
、

こ
こ

ま
で

来
て

、
呼

び
に

来
る

ん
じ

ゃ
な

く
て

、
ト

イ
レ

か
ら

大
き

い
声

出
せ

ば
よ

か
っ

た
で

す
ね

。
は

い
、

そ
の

よ
う

に
し

た
い

と
思

い
ま

す
」

、
「

注
意

さ
れ

た
こ

と
は

、
あ

の
ー

改
め

ま
す

よ
」

等
と

述
べ

た
。

 

(
7
)
 
な

お
、

会
社

の
就

業
規

則
上

、
本

件
指

導
書

の
交

付
に

係
る

根
拠

規
定

は
な

く
、

本
件

指
導

書
以

外
に

同
様

の
指

導
書

が
従

業
員

に
交

付
さ

れ
た

こ
と

は
な

か
っ

た
。

 

(
8
)
 
同

日
、

会
社

は
、

職
員

連
絡

用
Ｓ

Ｎ
Ｓ

上
に

同
年

１
２

月
１

日
付

け
虐

待
改

善
計

画
書

を
掲

載
し

た
。

そ
の

「
改

善
に

向
け

た
事

業
者

の
コ

メ
ン

ト
」

欄
に

は
、

「
今

回
当

施
設

内
に

て
元

職
員

に
よ

る
利

用
者

様
へ

の
心

理
的

虐
待

が
認

め
ら

れ
た

事
に

つ
い

て
、

改
善

を
要

す
る

項
目

に
つ

い
て

は
真

摯
に

取
り

組
み

、
早

急
に

改
善

で
き

る
も

の
か

ら
計

画
通

り
実

施
し

、
事

業
所

全
体

で
一

丸
と

な
り

、
達

成
し

て
い

き
た

い
」
と

の
記

載
が

あ
っ

た
。
 

(
9
)
 
同

年
１

２
月

５
日

、
Ａ

２
は

、
会

社
あ

て
休

職
届

を
提

出
し

、
休

職
し

た
。

休
職

届
に

は
、

「
病

名
 

適
応

障
害

 
頭

記
疾

患
の

た
め

就
労

困
難

」
と

記
載

さ
れ

た
診

断
書

が
添

え
ら

れ
て

い
た

。
 

(
1
0
)
同

月
６

日
、

会
社

は
、

職
員

会
議

を
開

催
し

た
。

社
長

は
、

Ａ
２

が
休

職
に

入
る

旨
伝

え
、

管
理

者
補

佐
の

Ｂ
８

及
び

Ｂ
９

に
、

Ａ
２

の
休

職
届

と
診

断
書

を
渡

し
た

。
 

(
1
1
)
同

月
１

２
日

、
会

社
は

、
運

営
推

進
会

議
を

開
催

し
、

本
件

事
案

の
経

過
、

Ｃ
１

市
の

本
件

事
案

に
対

す
る

認
定

及
び

Ａ
２

の
休

職
に

つ
い

て
報

告
が

さ
れ

、
ま

た
、

本
件

事
案

に
関

し
て

職
員

交
流

の
必

要
性

な
ど

Ａ
２

を
含

め
た

今
後

の
対

応
や

対
策

な
ど

が
話

し

合
わ

れ
た

。
 

な
お

、
会

社
は

指
定

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
者

で
あ

る
の

で
、

Ｃ
１

市
指

定

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
の

事
業

の
人

員
、

設
備

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

を
定

め
る

条
例

（
以

下
「

市
条

例
」

と
い

う
。

）
第

１
０

８
条

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

て
準

用
す

る
第

５
９

条
の

１
７

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

運
営

推
進

会
議

を
設

置
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

会
社

は
同

会
議

に
対

し
活

動
状

況
を

報
告

し
、

そ
の

評
価

を
受

け
、

必
要

な
要

望
、

助
言

等
を

聴
く

機
会

を
設

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

さ
れ

て
い

た
。

 

ま
た

、
同

会
議

は
利

用
者

家
族

、
地

区
住

民
、

民
生

委
員

及
び

Ｃ
１

市
職

員
の

ほ
か

、

会
社

役
員

の
専

務
、

社
長

及
び

会
長

並
び

に
従

業
員

で
あ

る
Ｂ

８
、

Ｂ
９

、
Ｂ

６
及

び
社

長
の

実
妹

の
Ｂ

１
０

（
以

下
「

Ｂ
１

０
」

と
い

う
。

）
で

構
成

さ
れ

て
い

た
。

 

(
1
2
)
同

日
以

降
、

会
社

施
設

内
に

、
推

進
委

員
ス

タ
ッ

フ
代

表
の

Ｂ
８

、
Ｂ

９
、

Ｂ
６

及
び

Ｂ
１

０
に

よ
る

運
営

推
進

会
議

の
結

果
報

告
が

掲
示

さ
れ

た
。

そ
の

文
書

に
は

、
職

員
の

 

交
流

を
早

急
に

実
施

す
べ

き
こ

と
、

本
件

事
案

に
よ

り
会

社
の

信
頼

が
損

な
わ

れ
た

こ

と
、

そ
の

信
頼

を
取

り
戻

す
た

め
に

は
こ

れ
ま

で
以

上
の

努
力

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

等
の

意
見

が
あ

っ
た

こ
と

の
ほ

か
、

「
当

事
者

は
す

で
に

病
気

を
理

由
に

３
か

月
の

休
暇

願
を

出
し

現
在

休
職

中
で

す
が

、
こ

れ
で

事
件

が
す

べ
て

解
決

し
た

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
」

、
「

当
事

者
は

深
く

反
省

し
何

ら
か

の
処

罰
は

出
来

な
い

も
の

か
、

と
声

を
大

き
く

し
訴

え
た

推
進

委
員

会
で

し
た

」
と

の
記

載
が

あ
っ

た
。

 

(
1
3
)
同

月
２

１
日

、
専

務
は

、
４

年
１

号
事

件
の

会
社

代
理

人
弁

護
士

あ
て

電
子

メ
ー

ル
（

以

下
「

本
件

メ
ー

ル
」

と
い

う
）

を
送

信
し

た
。

本
件

メ
ー

ル
に

は
、

「
配

置
転

換
に

つ
い

て
、

Ｃ
１

市
の

口
頭

指
導

に
よ

る
人

事
交

流
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

る
」

、
「

労
組

は
、

「
Ａ

２
、

Ａ
３

」
が

判
明

し
て

い
ま

す
が

他
の

職
員

は
未

加
入

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま

す
」

、
「

最
近

Ａ
３

を
中

心
と

し
て

指
導

事
項

を
守

ら
な

い
と

い
う

職
場

の
雰

囲
気

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
そ

こ
で

指
導

者
と

し
て

Ｂ
３

事
業

所
か

ら
Ｂ

９
を

派
遣

し
、

Ｂ
２

事
業

所
か

ら
看

護
師

Ｂ
１

１
、

Ｂ
１

２
（

Ａ
３

と
比

較
的

仲
が

よ
く

、
業

務
不

熱
心

な
と

こ
ろ

が
共

通
し

て
い

ま
す

。
今

回
の

異
動

に
つ

い
て

ご
利

用
者

に
対

す
る

接
し

方
を

再
度

確
認

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
職

員
で

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
）

を
人

事
異

動
し

て
は

ど
う

か
と

話
し

合
っ

て
い

ま
す

。
労

組
員

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

ト
ラ

ブ
ル

の
も

と
に

な
る

の
で

あ
れ

ば
様

子
を

見
た

い
と

も
考

え
て

お
り

ま
す

」
と

の
記

載
が

あ
っ

た
。

 

(
1
4
)
令

和
５

年
１

月
１

０
日

、
従

業
員

の
Ｂ

１
１

（
以

下
「

Ｂ
１

１
」

と
い

う
。

）
は

、
会

社
に

対
し

、
退

職
を

申
し

出
、

同
年

２
月

１
０

日
退

職
し

た
。

 

４
 

５
年

２
号

事
件

救
済

申
立

て
以

降
の

経
緯

 

(
1
)
 
令

和
５

年
２

月
１

３
日

、
組

合
は

、
当

委
員

会
あ

て
５

年
２

号
事

件
に

か
か

る
救

済
申

立
て

を
行

っ
た

。
 

(
2
)
 
同

年
６

月
２

日
、

組
合

及
び

会
社

は
、

対
面

に
て

団
体

交
渉

を
行

っ
た

。
 

(
3
)
 
Ａ

２
は

、
会

社
に

対
し

、
同

年
７

月
３

１
日

を
も

っ
て

退
職

す
る

旨
記

載
さ

れ
た

同
年

６
月

２
７

日
付

け
退

職
届

を
提

出
し

た
。

 

(
4
)
 
Ａ

３
は

、
会

社
に

対
し

、
同

年
８

月
３

０
日

を
も

っ
て

退
職

す
る

旨
記

載
さ

れ
た

、
同

月
１

６
日

付
け

退
職

届
を

提
出

し
た

。
 

な
お

、
上

記
２

(
2
6
)
の

と
お

り
本

件
団

体
交

渉
に

お
い

て
言

及
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
、

会
社

は
本

件
事

案
に

関
わ

っ
た

Ａ
２

以
外

の
介

助
者

の
中

で
Ａ

３
に

つ
い

て
懲

戒
処

分

を
検

討
し

て
い

た
が

、
実

際
に

Ａ
３

に
対

し
て

懲
戒

処
分

が
な

さ
れ

る
こ

と
は

な
か

っ

た
。

 

 
 

ま
た

、
上

記
３

(
1
3
)
の

と
お

り
専

務
は

Ａ
３

へ
の

指
導

を
目

的
と

し
て

Ｂ
３

本
所

と
Ｂ
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２
支

所
の

従
業

員
の

配
置

転
換

を
検

討
し

た
が

、
実

際
に

こ
の

配
置

転
換

が
な

さ
れ

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。
 

 

第
３

 
判

断
 

１
 

争
点

１
（

会
社

が
Ａ

２
に

対
し

本
件

配
置

転
換

等
を

命
じ

た
こ

と
は

、
労

組
法

第
７

条
第

１
号

の
不

利
益

取
扱

い
に

該
当

す
る

か
。

）
 

(
1
)
 
組

合
の

主
張

の
要

旨
 

ア
 

次
の

と
お

り
、

本
件

配
置

転
換

等
に

は
不

利
益

性
が

あ
る

。
 

(
ｱ
)
 
Ａ

２
の

会
社

と
の

雇
用

契
約

書
に

は
就

業
場

所
が

指
定

さ
れ

て
お

り
、

配
置

転
換

の
可

能
性

に
つ

い
て

は
記

載
さ

れ
て

い
な

い
。

Ｂ
３

本
所

へ
の

配
置

転
換

は
、

Ａ
２

が
希

望
す

る
も

の
で

は
な

い
か

ら
、

本
人

に
と

っ
て

は
不

利
益

で
あ

っ
た

と
い

え

る
。

 

(
ｲ
)
 
Ａ

２
は

、
Ｂ

３
本

所
へ

の
配

置
転

換
と

併
せ

て
夜

間
勤

務
を

し
な

い
よ

う
指

示
さ

れ
、

賃
金

が
月

あ
た

り
４

万
７

千
円

弱
減

少
し

た
。

 

(
ｳ
)
 
Ａ

２
は

、
Ｂ

３
本

所
へ

の
配

置
転

換
と

併
せ

て
休

日
を

変
更

さ
れ

、
実

母
を

介
護

す
る

た
め

の
時

間
の

確
保

が
困

難
と

な
る

等
、

私
生

活
に

支
障

が
生

じ
た

。
 

イ
 

次
の

(
ｱ
)
な

い
し

(
ｷ
)
か

ら
分

か
る

と
お

り
、

会
社

が
本

件
配

置
転

換
等

を
行

っ
た

の

は
Ａ

２
が

組
合

員
で

あ
る

か
ら

で
あ

り
、

会
社

に
は

い
わ

ゆ
る

不
当

労
働

行
為

意
思

が

あ
る

。
 

(
ｱ
)
 
組

合
に

よ
る

Ａ
２

の
組

合
加

入
通

知
及

び
解

雇
撤

回
の

申
入

れ
を

契
機

と
し

て
、

専
務

は
、

９
月

事
故

を
「

事
件

に
い

た
し

ま
す

」
と

発
言

し
た

。
 

(
ｲ
)
 
会

社
は

、
組

合
加

入
通

知
の

前
に

は
暴

行
と

い
う

表
現

を
用

い
て

お
ら

ず
、

Ｂ
３

本
所

へ
の

配
置

転
換

に
つ

い
て

は
言

及
し

て
い

な
い

が
、

通
知

後
に

は
、

暴
行

及
び

傷
害

事
件

と
し

て
扱

う
よ

う
に

な
り

、
本

件
配

置
転

換
等

を
命

じ
た

。
 

(
ｳ
)
 
令

和
４

年
９

月
２

１
日

、
社

長
及

び
専

務
が

Ａ
２

と
面

談
し

た
際

、
専

務
は

、
Ａ

２
の

組
合

加
入

を
問

題
視

し
た

発
言

を
行

っ
た

。
 

(
ｴ
)
 
本

件
配

置
転

換
等

に
、

会
社

の
業

務
上

の
必

要
性

は
存

在
し

な
い

。
 

(
ｵ
)
 
会

社
は

、
Ａ

２
を

退
職

へ
追

い
込

む
た

め
に

、
Ｂ

２
支

所
へ

の
復

帰
を

認
め

ず
夜

間
勤

務
を

さ
せ

な
い

こ
と

及
び

Ｂ
３

本
所

で
の

厳
し

い
監

視
下

に
置

く
こ

と
を

決

定
し

た
。

 

(
ｶ
)
 
Ａ

２
は

、
本

件
事

案
に

つ
い

て
真

摯
に

反
省

を
し

て
い

た
が

、
会

社
は

、
継

続
し

て
雇

用
す

る
た

め
の

指
導

を
せ

ず
、

Ａ
２

に
解

雇
通

告
し

た
。

 

 

(
ｷ
)
 
同

月
２

０
日

に
組

合
が

電
話

し
た

と
こ

ろ
、

会
社

は
Ａ

２
の

解
雇

を
撤

回
し

て
い

な
い

と
答

え
て

い
る

。
本

件
配

置
転

換
等

は
、

組
合

が
解

雇
の

撤
回

を
求

め
た

た
め

に
な

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

。
 

な
お

、
会

社
は

、
Ｂ

３
本

所
へ

の
配

置
転

換
を

同
月

１
９

日
に

決
定

し
た

と
主

張

す
る

が
、

上
記

の
と

お
り

同
月

２
０

日
よ

り
前

で
あ

る
は

ず
は

な
い

。
 

ウ
 

以
上

か
ら

、
本

件
配

置
転

換
等

は
、

不
利

益
取

扱
い

に
該

当
す

る
。

 

(
2
)
 
会

社
の

主
張

の
要

旨
 

ア
 

次
の

と
お

り
、

本
件

配
置

転
換

等
に

は
不

利
益

性
が

な
い

。
 

(
ｱ
)
 
Ａ

２
の

通
勤

距
離

は
、

Ｂ
３

本
所

へ
の

配
置

転
換

に
よ

り
片

道
で

約
５

．
８

ｋ
ｍ

か
ら

約
２

．
２

ｋ
ｍ

と
な

り
、

通
勤

の
負

担
は

む
し

ろ
軽

減
さ

れ
て

い
る

。
 

(
ｲ
)
 
夜

勤
手

当
及

び
深

夜
手

当
相

当
額

の
減

収
額

は
月

３
万

３
千

円
程

度
で

、
生

活
に

支
障

を
生

じ
さ

せ
る

程
度

と
は

い
え

ず
、

本
件

事
案

を
起

こ
し

た
Ａ

２
に

お
い

て
甘

受
す

べ
き

範
囲

内
で

あ
る

。
本

件
配

置
転

換
等

の
後

は
、

介
助

中
の

応
接

マ
ナ

ー
等

の
指

導
の

た
め

、
指

導
員

が
確

保
で

き
る

日
勤

帯
で

の
勤

務
と

し
た

の
で

あ
り

、
本

件
配

置
転

換
等

の
必

要
性

か
ら

す
れ

ば
、

通
常

甘
受

す
べ

き
程

度
を

越
え

る
不

利
益

も
存

し
な

い
。

 

(
ｳ
)
 
Ａ

２
の

休
日

を
変

更
し

た
の

も
指

導
員

確
保

の
観

点
か

ら
で

あ
る

。
 

イ
 

次
の

と
お

り
、

会
社

に
は

不
当

労
働

行
為

意
思

は
な

い
。

 

専
務

が
「

事
件

に
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
」
、
「

傷
害

か
も

し
れ

ま
せ

ん
」
等

の
発

言
を

し
た

の
は

、
本

件
事

案
に

お
け

る
Ａ

２
の

行
動

を
指

摘
す

る
趣

旨
の

も
の

で
あ

っ

て
、

Ａ
２

の
組

合
加

入
を

原
因

又
は

理
由

に
発

言
し

た
も

の
で

は
な

い
。

 

令
和

４
年

９
月

１
９

日
夜

に
は

Ｂ
３

本
所

へ
の

配
置

転
換

の
決

定
を

し
て

お
り

、
ま

た
、

本
件

配
置

転
換

等
は

専
ら

業
務

上
の

必
要

を
理

由
と

す
る

も
の

で
あ

っ
て

、
組

合

加
入

を
契

機
と

す
る

も
の

で
は

な
い

か
ら

、
会

社
に

は
不

当
労

働
行

為
意

思
が

な
い

。
 

ウ
 

以
上

か
ら

、
本

件
配

置
転

換
等

は
、

不
利

益
取

扱
い

に
は

該
当

し
な

い
。

 

(
3
)
 
当

委
員

会
の

判
断

 

ア
 

本
件

配
置

転
換

等
を

命
じ

た
こ

と
の

不
利

益
性

 

Ａ
２

の
雇

用
契

約
書

に
は

、
就

業
場

所
は

Ｂ
２

支
所

と
記

載
さ

れ
（

前
記

第
２

の
２

(
1
)
）
、
配

置
転

換
は

想
定

し
て

い
な

い
と

解
釈

で
き

る
余

地
が

あ
り

、
Ａ

２
自

身
も

こ

れ
を

望
ん

で
い

な
か

っ
た

こ
と
（

前
記

第
２

の
２

(
9
)
）
を

考
え

る
と

、
Ｂ

３
本

所
へ

の

配
置

転
換

は
Ａ

２
に

と
り

、
不

利
益

性
が

あ
っ

た
と

い
う

べ
き

で
あ

る
。

 

ま
た

、
Ｂ

３
本

所
へ

の
配

置
転

換
と

併
せ

て
、

Ａ
２

に
夜

間
勤

務
を

さ
せ

な
い

こ
と
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に
し

た
こ

と
に

つ
い

て
も

、
夜

間
勤

務
に

従
事

し
な

い
こ

と
に

よ
っ

て
Ａ

２
の

賃
金

は

減
少

し
て

お
り

（
前

記
第

２
の

２
(
9
)
）

、
不

利
益

性
が

あ
っ

た
と

認
め

ら
れ

る
。

 

さ
ら

に
、

休
日

の
変

更
に

つ
い

て
も

、
Ａ

２
は

平
日

の
休

暇
取

得
の

た
め

に
介

護
休

暇
申

請
を

せ
ざ

る
を

得
な

く
な

る
（

前
記

第
２

の
２

(
3
0
)
）
な

ど
、
前

記
第

２
の

２
(
9
)

の
と

お
り

変
更

を
希

望
し

な
い

Ａ
２

に
休

日
の

変
更

を
命

ず
る

の
は

、
Ａ

２
に

と
っ

て

不
利

益
性

が
認

め
ら

れ
る

。
 

イ
 

本
件

配
置

転
換

等
の

合
理

性
 

本
件

配
置

転
換

等
に

至
る

経
緯

（
前

記
第

２
の

２
(
2
)
か

ら
(
9
)
ま

で
）

を
考

慮
す

れ

ば
、

会
社

が
Ａ

２
に

本
件

配
置

転
換

等
を

命
じ

た
の

は
、

本
件

事
案

に
対

処
す

る
こ

と

が
目

的
で

あ
っ

た
と

認
め

る
の

が
自

然
で

あ
る

。
 

前
記

第
２

の
２

(
3
)
に

よ
れ

ば
本

件
発

言
は

録
音

も
さ

れ
て

お
り

、
Ａ

２
の

Ｃ
２

に
対

す
る

発
言

は
Ｃ

２
の

人
格

を
否

定
す

る
に

等
し

い
発

言
で

あ
る

し
、

「
顔

を
見

る
だ

け

で
殴

り
て

ぇ
ん

だ
よ

」
、
「

死
ね

死
ね

」
な

ど
と

い
う

暴
言

は
、
更

に
身

体
に

対
す

る
攻

撃
に

発
展

す
る

こ
と

を
危

惧
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

内
容

で
あ

る
。

そ
う

し
た

状
況

下

に
お

い
て

、
加

害
者

と
被

害
者

を
取

り
あ

え
ず

極
力

接
触

さ
せ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と

は
、

会
社

の
再

発
防

止
策

と
し

て
当

然
と

る
べ

き
対

応
の

一
つ

と
解

す
る

こ
と

が
で

き

る
。

 

ま
た

、
再

教
育

の
一

環
と

し
て

の
研

修
を

Ａ
２

に
受

け
さ

せ
る

こ
と

（
前

記
第

２
の

２
(
9
)
）
も

、
再

発
防

止
策

の
一

つ
と

し
て

理
解

し
う

る
も

の
で

、
そ

の
指

導
の

た
め

の

人
員

確
保

の
必

要
性

か
ら

Ｂ
３

本
所

勤
務

と
し

て
、

夜
間

勤
務

を
な

く
し

て
休

日
を

土

日
と

し
た

こ
と
（

前
記

第
２

の
２

(
9
)
）
に

つ
い

て
も

業
務

上
の

必
要

性
を

肯
定

し
う

る
。
 

し
た

が
っ

て
、

会
社

が
Ａ

２
に

本
件

配
置

転
換

等
を

命
じ

た
の

は
、

本
件

事
案

に
対

処
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
も

の
で

あ
り

、
業

務
上

の
必

要
性

が
あ

っ
た

と
認

め
る

こ

と
が

で
き

、
合

理
性

が
あ

っ
た

と
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

ウ
 

会
社

は
、

組
合

員
で

あ
る

こ
と

の
故

を
も

っ
て

、
本

件
配

置
転

換
等

を
命

じ
た

と
い

え
る

か
。

 

確
か

に
、

会
社

が
本

件
配

置
転

換
等

を
通

告
し

た
際

に
、

専
務

が
Ａ

２
が

組
合

に
加

入
し

て
相

談
し

た
こ

と
を

問
題

視
す

る
発

言
を

し
た

事
実

は
認

め
ら

れ
る

（
前

記
第

２

の
２

(
9
)
ア

か
ら

エ
ま

で
）
が

、
こ

の
事

実
か

ら
直

ち
に

Ａ
２

が
組

合
員

で
あ

る
が

故
に

本
件

配
置

転
換

等
を

命
じ

た
と

ま
で

判
断

す
る

の
は

困
難

で
あ

る
。

 

ま
た

、
専

務
が

組
合

と
の

電
話

の
中

で
「

事
件

に
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
」
、
「

事

件
に

い
た

し
ま

す
」
と

述
べ

た
事

実
は

認
め

ら
れ

る
が
（

前
記

第
２

の
２

(
8
)
）
、
他

方
、

 

専
務

は
そ

れ
以

前
の

Ａ
２

に
対

す
る

事
情

聴
取

に
お

い
て

も
「

こ
れ

事
件

な
ん

で
す

け

ど
」
、
「

も
し

か
し

た
ら

事
件

化
す

る
か

も
し

れ
な

い
」
と

述
べ

て
お

り
（

前
記

第
２

の

２
(
7
)
）
、
会

社
の

対
応

が
大

き
く

変
わ

っ
た

と
は

認
め

ら
れ

な
い

。
そ

し
て

、
事

件
に

す
る

と
は

虐
待

事
案

と
し

て
評

価
な

い
し

扱
う

こ
と

と
解

さ
れ

る
と

こ
ろ

、
高

齢
者

介

護
施

設
と

し
て

、
職

員
に

よ
る

虐
待

事
案

が
発

生
し

た
こ

と
が

認
め

ら
れ

れ
ば

、
事

業

主
と

し
て

の
社

会
的

評
価

が
毀

損
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
こ

と
は

明
ら

か
で

あ
る

こ
と

を

踏
ま

え
れ

ば
、

会
社

が
Ａ

２
の

組
合

加
入

を
理

由
に

、
本

件
事

案
を

あ
え

て
事

件
化

す

る
と

述
べ

た
と

は
考

え
に

く
い

。
 

ま
た

、
Ａ

２
に

夜
間

勤
務

を
さ

せ
な

い
こ

と
に

つ
い

て
は

、
会

社
は

組
合

の
電

話
に

よ
る

加
入

通
知

の
前

の
事

情
聴

取
で

Ａ
２

に
告

げ
て

お
り
（

前
記

第
２

の
２

(
7
)
）
、
組

合
員

で
あ

る
こ

と
を

理
由

と
し

た
も

の
と

は
い

え
な

い
。

 

な
お

、
会

社
が

Ｂ
３

本
所

へ
の

配
置

転
換

や
休

日
の

変
更

を
い

つ
決

定
し

た
か

に
つ

い
て

は
、
組

合
の

電
話

に
よ

る
加

入
通

告
（

前
記

第
２

の
２

(
8
)
）
の

後
で

あ
る

こ
と

を

判
断

で
き

る
疎

明
は

な
い

。
 

エ
 

小
括

 

以
上

の
こ

と
か

ら
、

本
件

配
置

転
換

等
は

、
Ａ

２
が

組
合

員
で

あ
る

こ
と

を
理

由
と

し
た

も
の

と
は

い
え

ず
、
労

組
法

第
７

条
第

１
号

の
不

利
益

取
扱

い
に

は
該

当
し

な
い

。 

２
 

争
点

２
（

団
体

交
渉

に
関

す
る

会
社

の
対

応
は

、
労

組
法

第
７

条
第

２
号

の
団

体
交

渉
拒

否
に

該
当

す
る

か
。

）
 

(
1
)
 
組

合
の

主
張

の
要

旨
 

ア
 

会
社

が
団

体
交

渉
の

開
催

を
延

期
し

た
こ

と
に

は
、

合
理

的
な

理
由

は
な

い
。

 

Ａ
２

は
、

令
和

４
年

９
月

１
９

日
に

３
０

日
後

の
解

雇
を

通
告

さ
れ

た
た

め
、

組
合

は
、
同

月
２

２
日

に
団

体
交

渉
の

申
し

入
れ

を
し

た
が

、
同

月
２

７
日

、
会

社
は

、
本

件

事
案

に
つ

い
て

調
査

中
で

あ
る

こ
と

及
び

リ
モ

ー
ト

方
式

で
の

団
体

交
渉

を
検

討
し

て

い
る

こ
と

を
理

由
に

、
団

体
交

渉
に

は
同

年
１

０
月

３
０

日
に

応
じ

る
旨

を
回

答
し

た
。 

 
 

 
 

 

組
合

は
、

少
な

く
と

も
Ａ

２
の

処
遇

に
か

か
る

問
題

に
つ

い
て

は
延

期
で

き
な

い
旨

申

し
入

れ
た

と
こ

ろ
、
会

社
は

、
Ａ

２
の

処
遇

を
明

ら
か

に
し

な
い

ま
ま

、
合

理
的

理
由

な

く
同

日
よ

り
前

の
期

日
の

団
体

交
渉

開
催

に
は

応
じ

な
か

っ
た

。
 

イ
 

会
社

が
団

体
交

渉
の

開
催

条
件

を
リ

モ
ー

ト
方

式
と

し
た

こ
と

に
は

、
合

理
性

が
な

い
。

 

会
社

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
理

由
に

、
リ

モ
ー

ト
方

式
に

よ
る

団
体

交
渉

の
開

催
を

主
張

し
た

が
、

当
時

の
県

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
お

け
る

警
戒

レ
ベ

ル
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は
２

で
、

会
社

は
、

事
業

所
へ

の
家

族
や

業
者

の
立

入
を

認
め

て
い

た
。

ま
た

、
会

社

は
、
従

業
員

に
特

別
な

外
出

制
限

を
要

請
し

て
お

ら
ず

、
令

和
４

年
９

月
に

会
長

、
社

長

ら
は

県
外

の
温

泉
旅

行
に

出
か

け
て

い
た

。
さ

ら
に

、
同

年
１

０
月

７
日

に
は

利
用

者

を
温

泉
施

設
Ｃ

３
に

連
れ

出
し

て
い

た
。

 

会
社

は
、

４
年

１
号

事
件

に
お

け
る

同
年

１
２

月
２

０
日

付
け

答
弁

書
で

、
今

後
は

対
面

で
の

団
体

交
渉

の
用

意
が

あ
る

と
の

態
度

を
表

明
し

た
が

、
そ

れ
を

も
っ

て
団

体

交
渉

拒
否

が
な

か
っ

た
こ

と
に

は
で

き
な

い
。

 

ウ
 

会
社

は
、
本

件
団

体
交

渉
に

素
性

の
知

れ
な

い
人

物
を

少
な

く
と

も
１

人
同

席
さ

せ
、

指
示

を
仰

い
で

い
た

。
 

対
面

に
よ

り
団

体
交

渉
を

し
て

い
れ

ば
、

素
性

の
知

れ
な

い
人

物
が

同
席

す
る

こ
と

は
あ

り
得

な
か

っ
た

。
対

面
で

の
団

体
交

渉
を

開
催

す
る

よ
う

、
あ

っ
せ

ん
申

請
や

会

社
へ

の
申

入
れ

を
し

た
り

し
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

会
社

の
対

応
は

誠
実

で
は

な
か

っ

た
。

会
社

が
リ

モ
ー

ト
方

式
に

よ
る

団
体

交
渉

の
開

催
に

固
執

し
た

理
由

は
、

素
性

の

知
れ

な
い

人
物

を
同

席
さ

せ
る

た
め

で
あ

っ
た

と
い

え
る

。
 

(
2
)
 
会

社
の

主
張

の
要

旨
 

ア
 

会
社

に
は

、
こ

れ
ま

で
労

働
組

合
が

な
く

、
団

体
交

渉
を

求
め

ら
れ

た
の

が
創

業
 

以
来

初
め

て
で

不
慣

れ
で

あ
っ

た
こ

と
や

、
組

合
か

ら
提

出
さ

れ
た

要
求

事
項

に
対

応

す
る

時
間

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
っ

た
な

ど
、

開
催

ま
で

１
か

月
程

度
の

準
備

期
間

を

要
し

た
の

に
は

合
理

的
理

由
が

あ
っ

た
。

 

イ
 

労
組

法
第

７
条

第
２

号
は

「
団

体
交

渉
を

す
る

こ
と

を
正

当
な

理
由

が
な

く
て

拒
む

こ
と

」
を

禁
止

す
る

の
み

で
あ

っ
て

、
そ

の
開

催
方

法
に

制
限

は
な

い
と

こ
ろ

、
会

社

は
リ

モ
ー

ト
方

式
で

団
体

交
渉

を
実

施
し

た
。

当
時

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
対

す

る
警

戒
レ

ベ
ル

が
高

く
、

多
数

の
高

齢
者

を
受

け
入

れ
て

い
る

会
社

の
役

員
が

万
が

一

に
も

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
を

会
社

施
設

に
持

ち
帰

る
こ

と
に

な
る

の
は

避
け

る
必

要
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

対
面

交
渉

を
忌

避
す

る
理

由
が

あ
っ

た
。

 

な
お

、
会

社
は

、
本

件
団

体
交

渉
以

降
、

対
面

方
式

を
基

本
と

し
て

団
体

交
渉

に
応

ず
る

用
意

が
あ

る
こ

と
を

組
合

に
示

し
、

令
和

５
年

６
月

２
日

に
は

対
面

で
の

団
体

交

渉
を

実
施

す
る

な
ど

柔
軟

に
対

応
し

て
い

る
。

 

ウ
 

本
件

団
体

交
渉

に
お

い
て

、
会

社
は

、
正

体
不

明
の

人
物

を
同

席
さ

せ
て

指
示

を
受

け
て

い
た

と
い

う
こ

と
は

な
い

。
 

(
3
)
 
当

委
員

会
の

判
断

 

ア
 

会
社

は
、
合

理
的

な
理

由
な

く
、
団

体
交

渉
の

開
催

を
引

き
延

ば
し

た
と

い
え

る
か

。
 

 

組
合

は
、
Ａ

２
が

令
和

４
年

９
月

１
９

日
付

け
に

て
３

０
日

後
の

解
雇

を
予

告
さ

れ
、

Ａ
２

の
処

遇
を

明
ら

か
に

し
な

い
ま

ま
、

団
体

交
渉

の
期

日
を

同
年

１
０

月
３

０
日

と

し
た

こ
と

に
は

、
合

理
的

な
理

由
が

な
い

と
主

張
す

る
。

 

確
か

に
、

同
年

９
月

３
０

日
の

団
体

交
渉

を
申

し
入

れ
た

同
月

２
２

日
付

け
申

入
書

に
対

し
て

、
同

年
１

０
月

３
０

日
の

期
日

の
提

示
（

前
記

第
２

の
２

(
1
1
)・

(
1
4
)
）
と

い

う
の

は
、

か
な

り
期

間
が

空
い

て
お

り
、

相
当

性
に

は
疑

問
が

残
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
 

他
方

、
団

体
交

渉
の

期
日

を
同

日
と

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
会

社
は

、
本

件
事

案
等

の

調
査

や
リ

モ
ー

ト
方

式
に

よ
る

団
体

交
渉

開
催

の
準

備
の

た
め

と
の

理
由

を
あ

げ
て

い

る
と

こ
ろ
（

前
記

第
２

の
２

(
1
4
)
）
、
こ

れ
ら

の
理

由
が

不
合

理
と

ま
で

は
い

え
ず

、
ま

た
、

そ
れ

ら
の

調
査

や
準

備
の

た
め

に
相

応
の

時
間

を
要

す
る

こ
と

を
考

え
る

と
、

同

日
の

開
催

が
著

し
く

遅
い

と
断

定
す

る
の

も
困

難
で

あ
る

。
 

ま
た

、
組

合
は

、
会

社
が

Ａ
２

の
処

遇
を

明
ら

か
に

し
な

い
ま

ま
に

、
期

日
を

先
延

ば

し
し

て
い

た
と

主
張

す
る

が
、
前

記
第

２
の

２
(
9
)
の

と
お

り
、
会

社
は

、
Ａ

２
に

対
し

、

Ａ
２

を
監

視
す

る
等

の
条

件
を

付
す

も
の

の
、

少
な

く
と

も
、

継
続

し
て

勤
務

す
る

こ

と
に

つ
い

て
は

認
め

、
Ａ

２
も

勤
め

た
い

と
応

じ
、

休
日

の
取

り
方

等
も

話
し

合
わ

れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

Ａ
２

の
処

遇
が

全
く

明
ら

か
で

な
か

っ
た

と
ま

で
は

い
え

な
い

。
 

以
上

を
考

慮
す

る
と

、
会

社
が

、
合

理
的

な
理

由
な

く
団

体
交

渉
の

開
催

を
引

き
延

ば
し

た
と

ま
で

は
評

価
で

き
な

い
。

 

イ
 

会
社

が
団

体
交

渉
の

開
催

条
件

を
リ

モ
ー

ト
方

式
と

し
た

こ
と

に
つ

い
て

、
合

理
性

が
あ

っ
た

と
い

え
る

か
。

 

団
体

交
渉

は
、

原
則

と
し

て
労

使
が

直
接

話
し

合
う

対
面

方
式

で
行

わ
れ

る
べ

き
で

あ
る

の
は

当
然

で
あ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

流
行

下

に
お

け
る

リ
モ

ー
ト

方
式

の
団

体
交

渉
の

当
否

に
つ

い
て

は
具

体
的

な
感

染
状

況
に

も

左
右

さ
れ

て
種

々
の

見
解

が
あ

り
得

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

一
律

に
肯

定
す

る
こ

と
も

否

定
す

る
こ

と
も

で
き

な
い

。
 

た
だ

し
、

本
件

団
体

交
渉

申
入

れ
時

点
に

お
い

て
、

会
社

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
と

し
て

、
会

社
役

員
、
従

業
員

、
利

用
者

、
利

用
者

家
族

あ
る

い
は

出
入

り

の
取

引
業

者
な

ど
に

対
し

て
、

対
面

の
団

体
交

渉
を

不
可

と
す

る
の

と
同

程
度

と
い

え

る
よ

う
な

行
動

制
限

を
設

け
て

い
た

か
に

つ
い

て
は

疑
問

が
残

る
と

い
わ

ざ
る

を
得

な

い
。

 

し
か

し
な

が
ら

、
当

時
の

県
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

く
警

戒
レ

ベ
ル

は
２

で
あ

り
、
 

面
会

は
十

分
注

意
（

オ
ン

ラ
イ

ン
面

会
を

推
奨

）
と

さ
れ

て
い

た
こ

と
（

前
記

第
２

の
２
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(
1
4
)
）

を
考

慮
す

る
と

、
高

齢
者

施
設

を
運

営
す

る
会

社
が

団
体

交
渉

に
つ

い
て

リ
モ

ー
ト

方
式

を
主

張
し

た
こ

と
を

明
ら

か
に

不
当

と
非

難
す

る
の

は
相

当
で

は
な

い
。

 
 

し
た

が
っ

て
、

会
社

が
団

体
交

渉
の

開
催

条
件

を
リ

モ
ー

ト
方

式
と

し
た

こ
と

に
つ

い
て

、
合

理
性

が
な

か
っ

た
と

ま
で

は
い

え
な

い
。

 

ウ
 

団
体

交
渉

に
お

い
て

、
会

社
は

素
性

の
知

れ
な

い
人

物
を

同
席

さ
せ

て
い

た
か

。
同

席
さ

せ
て

い
た

場
合

、
会

社
の

そ
の

対
応

は
、

誠
実

交
渉

義
務

違
反

と
い

え
る

か
。

 

本
件

団
体

交
渉

に
お

い
て

、
会

社
が

素
性

の
知

れ
な

い
人

物
を

同
席

さ
せ

た
と

い
う

主
張

を
裏

付
け

る
疎

明
は

な
い

。
 

確
か

に
、

カ
メ

ラ
を

回
す

よ
う

に
と

の
組

合
の

要
求

は
合

理
的

な
も

の
で

あ
り

、
会

社
が

対
応

し
な

か
っ

た
こ

と
（

前
記

第
２

の
２

(
2
6
)
）
は

不
自

然
と

い
え

る
の

で
、
こ

の

点
組

合
が

疑
念

を
抱

い
た

こ
と

は
理

解
で

き
る

。
 

し
か

し
、
証

拠
上

、
交

渉
担

当
者

以
外

の
者

か
ら

の
発

言
は

認
め

ら
れ

ず
、
仮

に
会

社

が
素

性
の

知
れ

な
い

人
物

を
同

席
さ

せ
て

い
た

と
し

て
も

、
そ

れ
が

誠
実

交
渉

義
務

違

反
に

該
当

す
る

と
ま

で
は

認
め

ら
れ

な
い

。
 

エ
 

小
括

 

以
上

の
と

お
り

、
本

件
団

体
交

渉
に

関
す

る
会

社
の

対
応

に
は

全
く

問
題

が
な

か
っ

た
と

は
い

え
な

い
も

の
の

、
取

り
あ

え
ず

双
方

合
意

の
も

と
に

同
年

１
０

月
３

０
日

に

リ
モ

ー
ト

方
式

に
よ

る
団

体
交

渉
が

開
催

さ
れ

た
こ

と
も

考
慮

す
る

と
、

労
組

法
第

７

条
第

２
号

の
団

体
交

渉
拒

否
に

は
該

当
し

な
い

。
 

３
 

争
点

３
（

会
社

は
、
前

記
第

１
の

３
(
3
)
ア

な
い

し
オ

の
行

為
を

し
た

と
い

え
る

か
。
し

た

と
い

え
る

場
合

、
そ

の
行

為
は

労
組

法
第

７
条

第
３

号
の

支
配

介
入

に
該

当
す

る
か

。
）

 

(
1
)
 
組

合
の

主
張

の
要

旨
 

ア
 

虐
待

防
止

委
員

会
や

運
営

推
進

会
議

を
使

っ
た

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
・

組
合

弱
体

化
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
 
会

社
は

、
令

和
４

年
１

０
月

３
０

日
付

け
「

団
体

交
渉

回
答

」
中

の
「

身
体

的
虐

待
、

心
理

的
虐

待
及

び
性

的
虐

待
を

利
用

者
に

行
っ

た
」

と
の

記
載

内
容

か
ら

明
ら

か
で

あ
る

よ
う

に
、

Ｃ
１

市
の

調
査

結
果

発
表

２
か

月
前

の
同

月
３

日
に

虐
待

防
止

委
員

会
の

設
置

を
決

定
し

、
本

件
事

案
に

お
け

る
Ａ

２
の

言
動

を
心

理
的

虐
待

、
身

体
的

虐
待

と
決

め
つ

け
た

。
 

ま
た

、
虐

待
防

止
委

員
会

は
市

条
例

で
は

定
期

的
な

開
催

が
規

定
さ

れ
て

い
る

が
、

会
社

は
、

本
件

事
案

に
至

る
ま

で
開

催
し

た
こ

と
が

な
か

っ
た

。
 

(
ｲ
)
 
同

年
１

２
月

１
２

日
の

運
営

推
進

会
議

に
お

い
て

も
、

本
件

事
案

に
身

体
的

虐
待

 

が
あ

っ
た

か
の

よ
う

な
発

言
が

な
さ

れ
た

。
 

(
ｳ
)
 
会

社
は

、
Ｃ

１
市

の
調

査
結

果
を

待
た

ず
に

家
族

説
明

会
に

向
け

た
準

備
を

行
い

、

家
族

説
明

会
に

お
い

て
、

利
用

者
の

家
族

が
身

体
的

虐
待

が
あ

っ
た

と
の

印
象

を
持

た
ざ

る
を

え
な

い
報

告
を

し
た

。
 

イ
 

従
業

員
・

利
用

者
家

族
が

閲
覧

す
る

虐
待

改
善

計
画

書
に

お
け

る
Ａ

２
に

つ
い

て
の

「
元

職
員

」
と

の
記

載
 

専
務

は
、

従
業

員
連

絡
用

Ｓ
Ｎ

Ｓ
に

掲
載

し
た

虐
待

改
善

計
画

書
に

、
悪

意
を

も
っ

て
Ａ

２
を
「

元
職

員
」
と

あ
た

か
も

Ａ
２

が
退

職
し

た
か

の
よ

う
な

記
載

を
し

た
。
会

社

は
、

他
の

事
例

を
流

用
し

て
記

載
し

た
際

に
一

部
事

項
の

書
き

換
え

に
漏

れ
が

あ
っ

た

の
み

と
主

張
す

る
が

、
他

に
書

き
換

え
ら

れ
た

箇
所

は
多

数
に

及
び

、
「

元
職

員
」
の

み

書
き

換
え

損
ね

た
と

す
る

の
は

不
自

然
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
「

元
職

員
」
と

記
載

し

た
行

為
に

は
、

会
社

の
悪

意
が

あ
っ

た
と

い
え

る
。

 

ウ
 

Ａ
２

に
対

す
る

本
件

指
導

書
の

差
別

的
交

付
 

(
ｱ
)
 
会

社
は

、
Ａ

２
へ

の
本

件
指

導
書

交
付

以
前

に
、

他
の

従
業

員
に

対
し

て
同

様
の

指
導

書
を

交
付

し
た

こ
と

が
な

か
っ

た
。

Ａ
２

に
限

ら
ず

、
従

業
員

が
必

要
に

応
じ

て
施

設
内

を
走

る
こ

と
は

日
常

的
に

見
ら

れ
る

光
景

で
あ

り
、

適
正

な
業

務
の

一
環

で
あ

る
と

い
え

る
。

 
 

(
ｲ
)
 
指

導
書

の
交

付
は

、
会

社
の

就
業

規
則

に
規

定
さ

れ
て

い
な

い
。

ま
た

、
就

業
規

則
上

、
業

務
に

お
い

て
走

る
こ

と
を

禁
止

し
て

い
な

い
。
就

業
規

則
の

前
文

に
は
「

責

任
を

持
っ

て
積

極
的

に
、
か

つ
誠

実
に

そ
の

職
務

を
遂

行
す

る
」
と

あ
る

こ
と

か
ら

、

利
用

者
が

緊
急

に
介

護
を

必
要

と
す

る
状

況
に

お
い

て
は

、
走

っ
て

か
け

つ
け

る
の

は
当

然
で

、
適

正
で

あ
る

と
い

え
る

。
 

(
ｳ
)
 
Ａ

２
が

施
設

内
を

走
っ

た
こ

と
に

は
、

Ａ
２

が
応

援
を

大
声

で
呼

ん
で

も
対

応
し

て
も

ら
え

な
い

よ
う

な
状

況
下

に
あ

っ
て

、
応

援
を

探
し

に
走

っ
た

と
い

う
理

由
が

あ
る

。
Ａ

２
は

、
Ｂ

３
本

所
へ

の
配

置
転

換
の

後
、
業

務
に

従
事

さ
せ

な
い

な
ど

の
扱

い
を

受
け

て
い

た
上

、
Ｂ

３
本

所
の

従
業

員
か

ら
も

冷
遇

さ
れ

、
無

視
さ

れ
て

い
た

。
 

(
ｴ
)
 
同

年
１

１
月

３
０

日
の

指
導

の
や

り
と

り
の

中
で

、
Ｂ

９
は

、
Ａ

２
に

対
し

て
、

利
用

者
を

驚
か

せ
た

と
の

指
摘

や
、

関
係

す
る

注
意

又
は

指
導

を
行

っ
て

い
な

か
っ

た
。
Ｂ

９
の

指
導

の
直

後
に

指
導

書
が

交
付

さ
れ

た
が

、
指

導
書

は
、
予

め
用

意
さ

れ

て
い

た
か

の
よ

う
で

あ
っ

た
。

 

エ
 

職
員

会
議

に
お

け
る

Ａ
２

の
診

断
書

と
休

職
届

の
回

覧
及

び
運

営
推

進
会

議
に

お
け

る
更

な
る

責
任

追
及

を
あ

お
る

行
為
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同
年

１
２

月
６

日
の

職
員

会
議

に
て

、
社

長
は

、
Ａ

２
か

ら
診

断
書

と
休

職
届

が
提

出
さ

れ
た

こ
と

を
報

告
し

た
上

で
、

従
業

員
全

員
に

診
断

書
と

休
職

届
を

回
覧

す
る

と

い
う

、
Ａ

２
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

権
を

侵
害

し
個

人
情

報
保

護
法

に
違

反
す

る
不

法
行

為

を
行

っ
た

。
ま

た
、
Ａ

２
の

病
歴

を
職

員
会

議
で

回
覧

す
る

行
為

は
、
Ａ

２
に

対
し

て
重

大
な

ス
ト

レ
ス

又
は

不
安

を
与

え
、

Ａ
２

は
安

全
に

業
務

を
遂

行
す

る
こ

と
が

で
き

な

く
な

る
か

ら
、
Ａ

２
へ

の
配

慮
を

欠
く

社
長

の
行

為
は

、
安

全
配

慮
義

務
に

違
反

す
る

。

こ
の

行
為

は
、

会
社

の
事

業
所

全
体

を
恐

怖
に

よ
り

支
配

し
て

組
合

の
影

響
力

を
排

除

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

、
支

配
介

入
で

あ
る

と
い

え
る

。
 

同
月

１
２

日
の

運
営

推
進

会
議

に
て

、
Ｂ

９
は

、
事

件
の

解
決

や
処

分
を

促
す
「

交
流

を
早

期
に

実
施

す
る

こ
と

を
願

う
」

等
の

組
合

差
別

を
目

的
と

し
た

配
置

転
換

を
推

進

す
る

発
言

を
し

、
同

会
議

に
お

け
る

「
勝

ち
誇

っ
て

更
な

る
責

任
追

及
を

あ
お

る
雰

囲

気
」

を
作

り
だ

し
た

。
 

オ
 

Ａ
３

へ
の
「

指
導

」
を

目
的

と
し

た
配

置
転

換
、
パ

ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

及
び

い
じ

め

の
企

図
 

(
ｱ
)
 
同

年
１

０
月

１
２

日
に

社
長

及
び

会
長

と
面

談
し

た
際

の
「

残
業

代
の

請
求

額
を

す
ぐ

に
出

せ
」
と

い
っ

た
対

応
は

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
で

あ
り

、
ま

た
、
社

長
は
「

組

合
員

が
い

れ
ば

会
社

が
潰

れ
る

」
と

の
認

識
に

た
っ

て
Ａ

３
を

退
職

さ
せ

よ
う

と
し

て
い

た
。

 

(
ｲ
)
 
本

件
団

体
交

渉
に

お
い

て
も

、
専

務
は

、
Ａ

３
に

対
す

る
懲

戒
処

分
を

検
討

し
て

い
る

こ
と

を
明

言
し

た
。

 

(
ｳ
)
 
本

件
メ

ー
ル

に
は

、
Ｂ

９
を

指
導

者
と

し
て

Ｂ
３

本
所

か
ら

Ｂ
２

支
所

へ
、

Ａ
３

と
親

し
か

っ
た

Ｂ
１

１
及

び
Ｂ

１
２

を
Ｂ

２
支

所
か

ら
Ｂ

３
本

所
へ

そ
れ

ぞ
れ

配
置

転
換

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
Ａ

３
の

孤
立

を
企

図
し

て
い

る
こ

と
が

記
載

さ
れ

て
い

た
。

 

(
ｴ
)
 
同

年
１

２
月

１
２

日
の

運
営

推
進

会
議

に
お

い
て

、
Ｂ

９
は

、
Ａ

３
に

対
す

る
処

分
を

求
め

る
か

の
ご

と
き

発
言

を
行

っ
た

。
 

(
ｵ
)
 
会

社
は

、
Ｂ

２
支

所
に

お
い

て
全

職
員

を
集

め
て

行
っ

て
い

た
朝

の
申

し
送

り
を

廃
止

し
、

Ａ
３

に
対

し
て

申
し

送
り

・
引

継
ぎ

を
行

わ
な

い
状

況
で

の
業

務
を

強
制

し
た

。
そ

の
結

果
、

Ａ
３

は
、

非
常

に
不

安
な

状
態

で
就

労
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

 

(
ｶ
)
 
Ａ

３
は

、
会

長
か

ら
差

別
的

に
「

お
ま

え
」

と
呼

ば
れ

る
こ

と
が

数
回

あ
っ

た
。

 

(
ｷ
)
 
本

件
メ

ー
ル

に
お

い
て

、
専

務
は

Ａ
３

と
親

し
い

従
業

員
で

あ
る

Ｂ
１

１
他

１
名

に
つ

い
て
「

監
視
・
指

導
す

る
」
と

し
て

お
り

、
そ

の
後

、
Ｂ

１
１

は
退

職
し

た
。
Ｂ

 

１
１

が
退

職
し

た
の

は
、

本
件

メ
ー

ル
を

見
た

こ
と

が
原

因
で

あ
る

。
 

Ｂ
１

１
は

、
会

社
に

対
し

強
い

不
信

感
及

び
不

満
を

抱
い

て
い

た
が

、
Ａ

２
の

配

置
転

換
や

、
組

合
員

へ
の

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

を
目

の
あ

た
り

に
し

て
い

た
の

で
、

Ａ
３

が
組

合
加

入
を

勧
め

て
も

、
組

合
に

加
入

す
る

こ
と

は
な

か
っ

た
。

会
社

は
、

Ａ
３

を
孤

立
さ

せ
、

従
業

員
の

組
合

へ
の

加
入

や
協

力
を

阻
害

し
た

。
 

(
2
)
 
会

社
の

主
張

の
要

旨
 

ア
 

虐
待

防
止

委
員

会
や

運
営

推
進

会
議

を
使

っ
た

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
・

組
合

弱
体

化
 

(
ｱ
)
 
会

社
は

、
本

件
事

案
が

生
じ

る
ま

で
の

間
、

虐
待

の
発

生
を

覚
知

し
て

い
な

か
っ

た
の

で
、
虐

待
防

止
委

員
会

を
定

期
的

に
開

催
し

て
い

な
か

っ
た

が
、
虐

待
の

発
生

に

伴
っ

て
、
同

年
１

０
月

３
日

に
同

委
員

会
を

開
い

た
こ

と
は

、
会

社
と

し
て

当
然

の
対

応
で

あ
り

、
本

件
事

案
に

限
っ

て
そ

の
設

置
を

急
い

だ
こ

と
は

な
い

。
 

(
ｲ
)
 
同

年
１

２
月

１
２

日
の

運
営

推
進

会
議

に
お

い
て

は
、

会
社

内
に

掲
示

さ
れ

た
結

果
報

告
の

と
お

り
議

論
が

な
さ

れ
た

が
、

Ａ
２

に
対

す
る

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
や

労
働

組
合

の
弱

体
化

を
図

る
と

い
う

話
は

一
度

も
な

か
っ

た
。

 

 
(
ｳ
)
 
Ｃ

１
市

に
よ

る
「

口
頭

指
導

事
項

」
に

お
い

て
、
介

助
中

の
事

故
、
け

が
に

つ
い

て

は
、
身

体
的

虐
待

ま
で

の
認

定
と

は
な

ら
な

か
っ

た
が

、
介

助
の

工
夫

や
情

報
共

有
に

よ
り

防
ぐ

こ
と

が
で

き
た

事
案

と
思

わ
れ

る
の

で
、

再
発

防
止

策
を

と
る

よ
う

に
と

指
導

さ
れ

た
。

 

イ
 

従
業

員
・

利
用

者
家

族
が

閲
覧

す
る

虐
待

改
善

計
画

書
に

お
け

る
Ａ

２
に

つ
い

て
の

「
元

職
員

」
と

の
記

載
 

参
考

に
し

た
書

式
の

表
記

が
残

っ
て

し
ま

っ
た

も
の

で
あ

り
、
「

元
職

員
」
と

記
載

し

た
こ

と
に

悪
意

は
な

い
。

 

ウ
 

Ａ
２

に
対

す
る

本
件

指
導

書
の

差
別

的
交

付
 

(
ｱ
)
 
Ａ

２
以

外
の

従
業

員
は

、
こ

れ
ま

で
走

っ
て

移
動

す
る

こ
と

は
な

か
っ

た
。

 

し
た

が
っ

て
、

本
件

指
導

書
の

交
付

に
つ

い
て

前
例

が
な

い
の

は
当

然
で

あ
る

。
 

(
ｲ
)
 
従

業
員

に
対

し
指

導
を

行
う

こ
と

に
つ

い
て

、
就

業
規

則
上

の
根

拠
は

不
要

で
あ

る
。

 

(
ｳ
)
 
会

社
施

設
に

は
認

知
症

を
患

う
利

用
者

が
多

く
滞

在
し

て
お

り
、

施
設

内
で

は
平

穏
な

環
境

を
保

つ
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
会

社
は

、
Ａ

２
に

対
し

、
そ

の
た

め
に

は
施

設
内

を
走

ら
ず

騒
が

し
い

行
動

を
と

ら
な

い
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

口
頭

で
伝

え
て

い
た

。
本

件
指

導
書

は
、
会

社
の

口
頭

指
導

に
も

か
か

わ
ら

ず
、
Ａ

２
の

行
動

に
変

化
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が
見

ら
れ

な
か

っ
た

の
で

、
交

付
し

た
も

の
で

あ
る

。
 

エ
 

職
員

会
議

に
お

け
る

Ａ
２

の
診

断
書

と
休

職
届

の
回

覧
及

び
運

営
推

進
会

議
に

お
け

る
更

な
る

責
任

追
及

を
あ

お
る

行
為

 

職
員

会
議

に
お

い
て

、
社

長
が

従
業

員
に

Ａ
２

が
休

職
に

入
る

旨
伝

え
、

シ
フ

ト
調

整
の

必
要

か
ら

Ａ
２

の
診

断
書

及
び

休
職

届
を

管
理

者
補

佐
で

あ
る

Ｂ
８

及
び

Ｂ
９

に

手
渡

し
た

際
、

両
名

を
介

し
て

他
の

従
業

員
が

目
に

し
た

可
能

性
は

あ
る

が
、

社
長

が

他
の

従
業

員
の

回
覧

に
供

し
た

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

、
運

営
推

進
会

議
に

お
い

て
、

会
社

が
本

件
事

案
に

関
し

て
Ａ

２
の

責
任

追
及

を
あ

お
る

よ
う

な
行

為
を

行
っ

た
事

実
は

な
い

。
 

オ
 

Ａ
３

へ
の
「

指
導

」
を

目
的

と
し

た
配

置
転

換
、
パ

ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

及
び

い
じ

め

の
企

図
 

(
ｱ
)
 
会

社
は

、
本

件
事

案
の

現
場

に
居

合
わ

せ
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

Ａ
２

の
行

為
を

制
止

せ
ず

に
助

長
さ

せ
た

Ａ
３

に
対

し
て

、
懲

戒
処

分
を

検
討

し
て

い
た

が
、

実
際

に
は

懲
戒

処
分

は
し

て
い

な
い

。
 

(
ｲ
)
 
Ｂ

９
に

つ
い

て
は

、
Ｂ

１
１

（
看

護
師

）
の

退
職

に
伴

い
、

Ｂ
３

本
所

に
所

属
す

る
看

護
師

で
あ

る
Ｂ

９
が

Ｂ
２

支
所

の
薬

剤
管

理
業

務
に

つ
い

て
も

担
う

こ
と

に
な

っ
た

も
の

で
、

配
置

転
換

は
し

て
い

な
い

。
 

(
ｳ
)
 
申

し
送

り
を

廃
止

し
、

個
別

に
職

員
間

で
引

継
ぎ

を
行

う
こ

と
と

し
た

の
は

、
会

社
全

体
を

対
象

に
取

り
決

め
た

こ
と

で
あ

っ
て

、
Ａ

３
に

対
し

て
の

み
行

っ
た

も
の

で
は

な
い

。
 

厳
密

に
は

、
申

し
送

り
に

つ
い

て
は

廃
止

し
て

い
な

い
。

申
し

送
り

を
令

和
４

年

１
１

月
２

４
日

に
当

面
の

間
休

止
し

、
日

勤
帯

の
リ

ー
ダ

ー
が

夜
勤

帯
の

従
業

員
に

情
報

共
有

を
行

う
方

法
に

変
更

し
た

だ
け

の
こ

と
で

あ
る

。
 

(
ｴ
)
 
会

長
が

Ａ
３

を
「

お
ま

え
」

と
呼

ん
だ

事
実

は
な

い
。

 

(
ｵ
)
 
会

社
が

Ｂ
１

１
に

退
職

を
促

し
た

こ
と

は
な

く
、

Ｂ
１

１
の

退
職

理
由

は
知

ら
な

い
。

会
社

は
Ｂ

１
１

の
組

合
加

入
を

妨
げ

た
こ

と
も

な
く

、
会

社
が

Ａ
３

の
孤

立
を

企
図

し
た

事
実

は
な

い
。

 

(
3
)
 
当

委
員

会
の

判
断

 

ア
 

虐
待

防
止

委
員

会
や

運
営

推
進

会
議

を
使

っ
た

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
・

組
合

弱
体

化
 組

合
の

主
張

に
よ

る
と

、
会

社
は

、
Ｃ

１
市

の
本

件
事

案
に

か
か

る
調

査
結

果
を

待

た
ず

し
て

、
本

件
事

案
の

Ａ
２

の
行

為
に

身
体

的
虐

待
が

あ
っ

た
と

決
め

つ
け

た
上

で
、

 

Ａ
２

を
攻

撃
す

る
目

的
で

、
虐

待
防

止
委

員
会

を
設

置
し

、
ま

た
、
従

業
員

を
し

て
、
運

営
推

進
会

議
内

に
お

い
て

そ
の

決
め

つ
け

を
踏

ま
え

た
発

言
を

さ
せ

、
身

体
的

虐
待

が

あ
っ

た
と

の
意

識
を

持
た

せ
た

。
こ

れ
に

よ
っ

て
、
会

社
は

Ａ
２

を
追

い
詰

め
、
組

合
の

組
織

弱
体

化
を

狙
っ

た
と

す
る

。
 

 

こ
の

主
張

に
つ

い
て

、
以

下
検

討
す

る
。

 

(
ｱ
)
 
会

社
の

運
営

規
程

で
は

、
会

社
は

虐
待

防
止

委
員

会
を

月
１

回
以

上
開

催
す

る
と

規
定

さ
れ

て
い

た
と

こ
ろ

、
本

件
事

案
の

前
は

規
定

ど
お

り
に

開
催

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

こ
と

は
、

会
社

も
認

め
る

と
こ

ろ
で

あ
る

（
前

記
第

２
の

２
(
1
6
)
）

。
 

し
か

し
な

が
ら

、
本

件
事

案
の

よ
う

な
虐

待
事

案
が

発
生

し
た

以
上

は
、

会
社

が

令
和

４
年

１
０

月
３

日
に

虐
待

防
止

委
員

会
を

設
置

し
た

こ
と

（
前

記
第

２
の

２

(
1
6
)
）

は
当

然
求

め
ら

れ
る

対
応

で
あ

り
、

不
自

然
に

設
置

を
急

い
だ

と
は

認
め

ら

れ
な

い
。

 

(
ｲ
)
 
ま

た
、

組
合

は
、

会
社

が
Ｃ

１
市

の
調

査
結

果
発

表
前

に
、

Ａ
２

の
本

件
事

案
に

お
け

る
行

為
に

身
体

的
虐

待
も

あ
っ

た
と

決
め

つ
け

た
と

主
張

す
る

。
 

本
件

事
案

の
よ

う
な

虐
待

事
案

が
発

生
し

た
場

合
、

会
社

は
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
従

っ

た
各

対
応
（

前
記

第
２

の
２

(
1
0
)
）
を

早
急

に
行

い
、
再

発
防

止
策

を
検

討
す

る
こ

と

が
求

め
ら

れ
る

。
そ

し
て

、
会

社
が

調
査

を
行

っ
た

結
果

を
踏

ま
え

て
、
会

社
な

り
に

事
案

を
評

価
す

る
こ

と
自

体
は

非
難

さ
れ

る
こ

と
で

は
な

い
。

そ
の

評
価

は
結

果
的

に
は

Ｃ
１

市
の

認
定

と
は

一
部

異
な

る
こ

と
と

な
っ

た
（

前
記

第
２

の
２

(
2
6
)・

(
2
7
)

及
び

３
(
3
)
）
が

、
他

方
、
会

社
が

、
Ａ

２
が

組
合

員
で

あ
る

こ
と

を
理

由
に

恣
意

的

に
身

体
的

虐
待

に
言

及
し

た
と

認
め

う
る

よ
う

な
事

実
は

見
当

た
ら

な
い

。
 

(
ｳ
)
 
さ

ら
に

、
同

年
１

２
月

１
２

日
に

開
催

さ
れ

た
運

営
推

進
会

議
に

お
い

て
、

本
件

事
案

に
関

し
て

当
事

者
の

処
罰

を
求

め
る

意
見

等
が

出
た

こ
と

は
、

同
会

議
の

結
果

報
告
（

前
記

第
２

の
３

(
1
2
)
）
か

ら
推

認
し

う
る

が
、
同

会
議

は
利

用
者

家
族

や
地

域

代
表

等
も

委
員

と
な

っ
て

い
る

と
こ

ろ
（

前
記

第
２

の
３

(
1
1
)
）
、
誰

が
ど

の
よ

う
な

発
言

を
し

た
か

は
不

明
で

あ
り

、
従

業
員

か
ら

会
社

の
意

を
体

し
た

Ａ
２

に
対

す
る

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
と

評
価

し
う

る
よ

う
な

意
見

が
あ

っ
た

と
は

認
定

で
き

な

い
。

 

(
ｴ
)
 
し

た
が

っ
て

、
組

合
の

主
張

は
認

め
ら

れ
な

い
。

 

イ
 

従
業

員
・

利
用

者
家

族
が

閲
覧

す
る

虐
待

改
善

計
画

書
に

お
け

る
Ａ

２
に

つ
い

て
の

「
元

職
員

」
と

の
記

載
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組
合

は
、

会
社

が
作

成
し

た
虐

待
改

善
計

画
書

に
、

悪
意

を
も

っ
て

Ａ
２

を
「

元
職

員
」
と

記
載

し
、
従

業
員

に
閲

覧
さ

せ
た

と
主

張
す

る
と

こ
ろ

、
会

社
は

、
参

考
に

し
た

改
善

計
画

書
の

表
記

が
残

っ
て

し
ま

っ
た

も
の

で
あ

り
、

悪
意

は
な

か
っ

た
と

主
張

す

る
。

 

確
か

に
、

会
社

が
作

成
し

た
虐

待
改

善
計

画
書

と
本

件
審

査
手

続
き

に
お

い
て

提
出

さ
れ

た
改

善
計

画
書

を
比

較
す

る
と

、
当

該
部

分
の

文
章

は
ほ

ぼ
同

じ
で

あ
り

、
そ

の

他
の

部
分

の
形

式
も

ほ
ぼ

同
じ

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

会
社

が
主

張
す

る
理

由
が

不
自

然

と
ま

で
は

い
え

な
い

。
そ

し
て

、
「

元
職

員
」
と

の
記

載
は

１
箇

所
に

留
ま

る
こ

と
（

前

記
第

２
の

３
(
8
)
）
か

ら
も

、
会

社
が

悪
意

を
も

っ
て
「

元
職

員
」
と

記
載

し
た

と
認

定

す
る

の
は

困
難

で
あ

る
。

 

ウ
 

Ａ
２

に
対

す
る

本
件

指
導

書
の

差
別

的
交

付
 

組
合

は
、

会
社

に
お

い
て

は
、

Ａ
２

以
外

の
従

業
員

も
日

常
的

に
施

設
内

を
走

る
な

ど
し

て
お

り
、
ま

た
、
Ａ

２
が

走
っ

た
こ

と
に

つ
い

て
も

理
由

が
あ

る
か

ら
、
Ａ

２
に

限

っ
て

本
件

指
導

書
を

交
付

す
る

な
ど

し
た

行
為

は
差

別
的

で
あ

る
と

主
張

す
る

。
 

確
か

に
会

社
に

お
い

て
、

こ
れ

ま
で

Ａ
２

以
外

の
職

員
に

対
し

て
、

こ
の

よ
う

な
指

導
書

を
交

付
し

た
前

例
は

な
い

（
前

記
第

２
の

３
(
7
)
）

。
 

し
か

し
、

認
知

症
を

患
う

利
用

者
が

多
く

滞
在

す
る

会
社

施
設

の
性

質
上

、
そ

の
よ

う
な

利
用

者
へ

の
配

慮
を

す
る

よ
う

従
業

員
に

指
導

す
る

こ
と

の
必

要
性

は
否

定
で

き

ず
、

Ａ
２

に
対

し
て

は
、

本
件

指
導

書
を

交
付

す
る

前
に

施
設

内
を

走
る

こ
と

に
つ

い

て
口

頭
指

導
が

複
数

回
行

わ
れ

て
き

た
こ

と
が

う
か

が
え

る
。

 

ま
た

、
前

記
第

２
の

３
(
6
)
の

と
お

り
、

同
年

１
１

月
３

０
日

の
指

導
書

交
付

の
際

、

Ａ
２

は
、

指
導

書
に

署
名

し
て

提
出

す
る

こ
と

は
拒

否
す

る
も

の
の

、
注

意
さ

れ
た

こ

と
は

改
め

る
旨

答
え

る
な

ど
、

指
導

内
容

自
体

に
は

特
段

反
論

し
て

お
ら

ず
、

会
社

が

あ
え

て
不

合
理

な
指

導
を

Ａ
２

に
行

っ
た

と
ま

で
は

認
め

ら
れ

な
い

。
 

以
上

を
考

慮
す

る
と

、
会

社
が

、
Ａ

２
が

組
合

員
で

あ
る

こ
と

を
理

由
に

、
Ａ

２
に

差

別
的

に
本

件
指

導
書

を
交

付
し

た
と

ま
で

認
定

す
る

の
は

困
難

で
あ

る
。

 

エ
 

職
員

会
議

に
お

け
る

Ａ
２

の
診

断
書

と
休

職
届

の
回

覧
及

び
運

営
推

進
会

議
に

お
け

る
更

な
る

責
任

追
及

を
あ

お
る

行
為

 

認
定

し
た

事
実

に
よ

れ
ば

、
職

員
会

議
に

お
い

て
、

社
長

が
Ａ

２
の

診
断

書
と

休
職

届
を

管
理

者
補

佐
の

Ｂ
８

及
び

Ｂ
９

に
渡

し
た

こ
と

（
前

記
第

２
の

３
(
1
0
)
）

ま
で

は

認
め

ら
れ

る
も

の
の

、
そ

の
他

の
従

業
員

に
回

覧
し

た
と

ま
で

は
認

め
ら

れ
な

い
。

 

ま
た

、
運

営
推

進
会

議
に

お
け

る
発

言
に

つ
い

て
は

、
前

記
第

２
の

３
(
1
2
)
の

と
お

 

り
、

処
罰

を
求

め
る

意
見

が
出

た
こ

と
は

推
認

し
う

る
が

、
具

体
的

な
発

言
内

容
や

発

言
者

は
不

明
で

あ
り

、
従

業
員

か
ら

、
会

社
の

意
を

体
し

た
責

任
追

及
を

あ
お

る
よ

う

な
発

言
が

あ
っ

た
と

ま
で

は
認

定
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

オ
 

Ａ
３

へ
の
「

指
導

」
を

目
的

と
し

た
配

置
転

換
、
パ

ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

及
び

い
じ

め

の
企

図
 

(
ｱ
)
 
配

置
転

換
に

つ
い

て
は

、
本

件
メ

ー
ル

（
前

記
第

２
の

３
(
1
3
)
）

か
ら

は
会

社
が

Ａ
３

へ
の

指
導

の
た

め
の

配
置

転
換

を
検

討
し

て
い

た
こ

と
は

う
か

が
わ

れ
る

が
、

配
置

転
換

が
実

際
に

行
わ

れ
た

事
実

は
認

め
ら

れ
な

い
（

前
記

第
２

の
４

(
4
)
）
。
そ

し
て

、
Ｃ

１
市

が
会

社
に

人
事

交
流

を
検

討
す

る
よ

う
に

指
導

し
て

い
た

こ
と

（
前

記
第

２
の

３
(
3
)
）
か

ら
も

配
置

転
換

が
検

討
さ

れ
る

こ
と

自
体

は
不

自
然

な
こ

と
で

は
な

く
、

配
置

転
換

に
Ａ

３
を

孤
立

さ
せ

る
意

図
が

あ
っ

た
と

ま
で

は
認

め
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 

(
ｲ
)
 
次

に
、

同
年

１
０

月
１

２
日

の
残

業
代

に
関

す
る

会
社

の
Ａ

３
に

対
す

る
対

応
に

つ
い

て
は

、
会

社
が

組
合

を
通

し
た

い
と

す
る

Ａ
３

に
残

業
記

録
の

提
出

を
強

く
迫

り
、

そ
の

際
会

社
は

Ａ
３

が
組

合
員

で
あ

る
こ

と
を

快
く

は
思

っ
て

い
な

い
と

思
わ

れ
る

発
言

を
し

た
事

実
が

認
め

ら
れ

る
（

前
記

第
２

の
２

(
1
7
)
）
。
し

か
し

、
会

社
は

こ
の

時
点

で
は

、
残

業
代

を
算

出
す

る
た

め
に

は
就

業
規

則
、
３

６
協

定
、
賃

金
規

程

等
の

提
出

や
、

タ
イ

ム
カ

ー
ド

設
置

や
休

憩
時

間
等

の
問

題
の

解
決

が
必

要
で

あ
る

と
の

組
合

の
主

張
を

認
識

し
て

お
ら

ず
（

前
記

第
２

の
２

(
1
7
)
）
、
残

業
の

記
録

さ
え

あ
れ

ば
足

り
る

と
考

え
た

会
社

に
、

組
合

の
主

張
を

無
視

す
る

意
図

が
あ

っ
た

と
ま

で
は

認
め

ら
れ

な
い

。
そ

し
て

、
会

社
の

対
応

が
組

合
を

弱
体

化
さ

せ
る

お
そ

れ
の

あ
っ

た
行

為
と

ま
で

は
評

価
す

る
こ

と
は

で
き

ず
、

実
際

に
組

合
の

運
営

等
に

影
響

を
与

え
た

と
の

事
実

も
認

め
ら

れ
な

い
。

 

(
ｳ
)
 
さ

ら
に

、
会

社
が

本
件

事
案

に
関

し
て

、
Ａ

３
の

懲
戒

処
分

を
検

討
し

た
事

実
は

認
め

ら
れ

る
が

、
そ

の
後

懲
戒

処
分

は
行

わ
れ

ず
（

前
記

第
２

の
４

(
4
)
）

、
ま

た
、

本
件

事
案

を
考

慮
す

れ
ば

懲
戒

処
分

の
検

討
が

な
さ

れ
て

も
不

相
当

と
は

い
え

な

い
。

 

(
ｴ
)
 
そ

の
他

、
前

記
第

２
の

３
(
2
)
の

と
お

り
、
従

前
行

わ
れ

て
い

た
申

し
送

り
の

方
法

が
変

更
さ

れ
た

事
実

は
認

め
ら

れ
る

が
、

変
更

は
会

社
全

体
を

対
象

と
し

て
お

り
、

こ
と

さ
ら

Ａ
３

に
対

す
る

い
じ

め
の

意
図

が
あ

っ
た

と
は

認
定

で
き

な
い

。
ま

た
、

Ｂ
１

１
の

退
職

理
由

は
不

明
と

い
わ

ざ
る

を
得

ず
、

会
社

が
Ａ

３
の

孤
立

化
を

企
図

し
た

り
、
従

業
員

の
組

合
へ

の
加

入
や

協
力

を
阻

害
し

た
と

の
事

実
は

認
定

で
き

ず
、
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さ
ら

に
会

長
が

Ａ
３

に
対

し
差

別
的

に
「

お
ま

え
」

と
言

っ
た

か
に

つ
い

て
も

提
出

さ
れ

た
証

拠
か

ら
は

認
定

で
き

な
い

。
 

カ
 

小
括

 

以
上

の
と

お
り

、
労

組
法

第
７

条
第

３
号

の
支

配
介

入
に

該
当

す
る

事
実

は
認

定
で

き
な

い
。

 

４
 

結
論

 

以
上

の
こ

と
か

ら
、

本
件

申
立

て
に

は
理

由
が

な
い

。
 

 

第
４

 
法

律
上

の
根

拠
 

以
上

の
認

定
し

た
事

実
及

び
判

断
に

基
づ

き
、

当
委

員
会

は
、

労
組

法
第

２
７

条
の

１
２

及
び

労
働

委
員

会
規

則
第

４
３

条
の

規
定

に
よ

り
、

主
文

の
と

お
り

命
令

す
る

。
 

 

 
令

和
６

年
５

月
９

日
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

群
馬

県
労

働
委

員
会

 

会
 

長
 

 
新

 
井

 
 

 
博

 
○印
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（2） 令和 5 年（不）第 3 号・第 4 号・第 5 号併合事件 

 

1 当事者 

（1）申 立 人 X 組合 

（2）被申立人 Y 会社 

 

2 請求する救済の内容の要旨 

（1）令和 5 年（不）第 3 号事件 

ア 就業規則、賃金規程、36協定書その他現在有効な労使協定書を交付するこ

と。 

イ 謝罪・誓約文の交付及び掲示を行うこと。 

ウ 文書による当委員会への履行報告を行うこと。 

（2）令和 5 年（不）第 4 号事件 

ア 令和4年11月28日に改正された就業規則の無効を確認すること。 

イ 組合員A1及びA2に対する懲戒審査及び自宅待機命令の撤回及び謝罪を行う

こと。 

ウ 被申立人とB1所長による組合員A1に対する刑事告訴を取り消すこと。 

エ B1所長による組合員A1に対する損害賠償請求訴訟を取り下げること。 

オ 組合員A1及びA2に対する配置転換の撤回及び謝罪を行うこと並びに原職へ

復帰させること。 

カ 組合員A1及びA2に対する配置転換によって生じた不利益に対して補償をす

ること。 

キ 謝罪・誓約文の交付及び掲示を行うこと。 

ク 文書による当委員会への履行報告を行うこと。 

（3）令和 5 年（不）第 5 号事件 

ア 組合員A1に対して本来支払われたであろう残業代を支払うこと。 

イ 組合員A2に対する「訓戒」の懲戒処分を撤回すること。 

ウ 謝罪・誓約文の交付及び掲示を行うこと。 

エ 文書による当委員会への履行報告を行うこと。 

 

3 主張の要旨 

（1）申立人の主張 

ア 令和 5 年（不）第 3 号事件 

(ア) 被申立人が申立人に対する就業規則、賃金規定、労使協定書等の交付を

拒んでいることは、労働組合法第 7 条第 2 号の不誠実交渉に該当する。 

(イ) B1所長らが、令和4年11月28日から6回にわたり、組合員A1の点検作業の

ビデオ撮影を行ったことは、労働組合法第7条第3号の支配介入に該当す
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る。 

(ウ) 申立人が令和5年1月9日及び10日にB2営業所前で行ったビラ配布に関し

て、被申立人従業員が同月9日に組合員A1を除く他の従業員に対して事情

聴取を行ったことは、労働組合法第7条第3号の支配介入に該当する。 

(エ) 令和5年2月6日付けで、被申立人が申立人に対して、申立人がどのよう

に上記(ウ)の事実を把握したのか説明を求めたことは、労働組合法第7条

第3号の支配介入に該当する。 

(オ) 申立人が、賠償反則金の賃金控除に関する手続上の不備及び無効を主張

したことに対して、令和5年2月6日付けで、被申立人が、返金をする場合

は返金後に適正な損害賠償請求を行う旨を回答したことは、労働組合法第

7条第3号の支配介入に該当する。 

イ 令和 5 年（不）第 4 号事件 

(ア) 組合員A1の令和4年11月18日付けの組合加入通告後に、申立人が必要な

手続を行わずに就業規則の懲戒規定等を改ざんしたことは、労働組合法第

7条第3号の支配介入に該当する。 

(イ) 組合員A1及びA2について、組合活動を理由として懲戒処分の審査を開始

し、令和5年3月24日付けで自宅待機命令を発したことは、労働組合法第7

条第1号及び第3号の不利益取扱い及び支配介入に該当する。 

(ウ)  B1所長が、令和5年5月19日付けで組合員A1に対して侮辱・名誉毀損に

よる損害賠償請求訴訟を提起したこと並びに被申立人及びB1所長が、侮辱

罪・名誉毀損罪等で組合員A1を刑事告訴したことは、労働組合法第7条第1

号及び第3号の不利益取扱い及び支配介入に該当する。 

(エ) 令和5年5月26日付けで、組合員A1及びA2に配置転換を命じたこと並びに

同年4月にB1所長が従業員に陳情書を提出させたことは、労働組合法第7条

第1号及び第3号の不利益取扱い及び支配介入に該当する。 

ウ 令和 5 年（不）第 5 号事件 

(ア) 組合員A1の令和4年11月18日付け組合加入通告以降、組合員A1に対し

て、残業をさせない配車・業務を行わせて残業代を支払っていないこと

は、労働組合法第7条第1号の不利益取扱いに該当する。 

(イ) 組合員A2に対して、令和5年7月27日付けで「訓戒」の懲戒処分としたこ

とは、労働組合法第7条第1号の不利益取扱いに該当する。 

（2）被申立人の主張 

申立人のいずれの申立ても棄却するとの命令を求める。 

 

4 審査の経過 

6. 2. 9  第 8 回委員調査（審査計画書策定） 

令和 5 年（物件）第 1 号事件却下 

3.25 第 1 回審問 

5.13 第 2 回審問 
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7. 4 第 3 回審問 

9. 9 第 4 回審問 

10.21 第 5 回審問（結審） 

11.28 第 1 回合議 

12.12 第 2 回合議 

12.19 第 3 回合議 

12.26 第 4 回合議 
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（3） 令和 5 年（不）第 6 号事件 

 

1 当事者 

（1）申 立 人 X 組合 

（2）被申立人 Y 会社 

 

2 請求する救済の内容の要旨 

（1）組合員 A ないし E に対する配置転換命令を撤回し、原職に復帰させること。 

（2）組合執行委員の組合員 A に対し、配置転換から原職に復帰させるまでの間の

手当相当額等を支払うこと。 

（3）団体交渉について誠実に交渉に応じること。 

（4）配置転換命令等により支配介入しないこと。 

（5）陳謝・誓約文の掲示を行うこと。 

 

3 主張の要旨 

（1）申立人の主張 

ア 組合員 A ないし E に対する配置転換は、労働組合法第 7 条第 1 号及び第 3

号の不利益取扱い及び支配介入に該当する。 

イ 団体交渉における被申立人の対応は不誠実であり、労働組合法第 7 条第 2

号の不誠実交渉に該当する。 

（2）被申立人の主張 

申立てを全て棄却するとの命令を求める。 

 

4 審査の経過 

6.2.8 申立ての取下げ 
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（4） 令和 5 年（不）第 7 号事件 

 

1 当事者 

（1）申 立 人 X 組合 

（2）被申立人 Y 会社 

 

2 請求する救済の内容の要旨 

（1）社内便の使用禁止を解除すること。 

（2）類似の行為を行わない旨の誓約書を作成すること。 

（3）謝罪文を新聞に掲載すること。 

 

3 主張の要旨 

（1）申立人の主張 

被申立人が、労使間の合意により創業時から使用していた社内便の使用を禁

止したことは、労働組合法第 7 条第 3 号の支配介入に該当する。 

（2）被申立人の主張 

申立てを棄却するとの命令を求める。 

 

4 審査の経過 

6. 2.29 第 1 回委員調査 

      4. 4 第 2 回委員調査 

      4.11 申立ての取下げ 
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４ 審査の期間の目標及び実施状況 

 

 （１）審査の期間の目標 

 

    １年３か月 

 

 （２）審査の実施状況 

 

     令和６年の係属・終結件数 

係属件数 終結件数 

繰越件数 

繰 越 新 規 計  平均処理日数 

 

７件 

 

０件 

 

７件 

 

４件 

 

 

318 日 

 

３件 
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第３節 労働組合の資格審査 

 
１ 労働組合資格審査の概要 

 
令和６年の係属状況は10件であり、うち７件が前年からの繰越し、３件が新規である。係

属事由の内訳としては、３件が委員推薦、７件が不当労働行為救済申立てに伴うものであ

る。 

処理状況は、適格が５件、打切りが２件であり、残り３件は、翌年への繰越しとなってい

る。 

 

２ 係属事由別取扱状況 

 

 

 
 
 

取扱状況 
 
 
係属事由 

係 属 件 数 処 理 件 数 次
年
へ
繰
越 

前年 
から 
繰越 

新 規 計 適 格 不適格 取 下 打 切 計 

委 員 推 薦  3 3 3    3  

不当労働行為救済申立て 7  7 2   2 4 3 

法 人 登 記          

協 約 拡 張 適 用          

総 会 決 議          

計 7 3 10 5   2 7 3 
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第４節 地方公営企業等の労働関係に関する法律第５条第２項の認定・告示 

 

１ 認定・告示の概要 

 

認定・告示は、地方公営企業又はその労働組合からの申出により、使用者

の利益代表者の範囲を労働委員会で認定し、告示する制度である。 

令和６年中の取扱件数は、次表のとおり新規２件である。 

 

申 出 者 申出年月日 申出理由 
手続開始 
年 月 日 

認定年月日 
告示年月日
告 示 番 号 

群馬県企業管理者 6.4.11 組織改正 6.4.25 6.5.7 
6.5.7 

第3号 

群馬県知事 

（群馬県病院局） 
6.4.11 組織改正 6.4.25 6.5.7 

6.5.7 

第4号 

 

２ 告示内容 

 

◎群馬県労働委員会告示第３号 

地方公営企業等の労働関係に関する法律（昭和27年法律第289号）第５条第２

項の規定により、群馬県企業局の職員が結成し、又は加入する群馬県企業局労

働組合について、群馬県企業局の職員のうち労働組合法（昭和24年法律第174

号）第２条第１号に規定する者の範囲を令和６年４月25日次の表のとおり認定

した。 

なお、地方公営企業等の労働関係に関する法律第５条第２項の規定による認

定の告示（令和５年群馬県労働委員会告示第３号）は、廃止する。 

令和６年５月７日 

群馬県労働委員会会長 新 井   博 

 

県 庁 

企業局長、技監、参事、課長、室長、主監、医監、電気保安監、

次長（主として人事及び労働関係を担当する次長に限る。）、総務

課総務係長、経営戦略課財政係長及び総務課において人事又は労

働関係の事務を担当する職員  

地域機関  
所長、部長及び次長（主として人事及び労働関係を担当する次長

に限る。）  

 

◎群馬県労働委員会告示第４号 

地方公営企業等の労働関係に関する法律（昭和27年法律第289号）第５条第２

項の規定により、群馬県病院局の職員が結成し、又は加入する群馬県病院局職

員労働組合について、群馬県病院局の職員のうち労働組合法（昭和24年法律第

174号）第２条第１号に規定する者の範囲を令和６年４月25日次の表のとおり認

定した。 

なお、地方公営企業等の労働関係に関する法律第５条第２項の規定による認

定の告示（令和４年群馬県労働委員会告示第３号）は、廃止する。 

令和６年５月７日 

群馬県労働委員会会長 新 井   博 
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県 庁 

病院局長、参事、課長、看護主監、新病院建設準備主監、次長、

看護人材支援専門官、総務係長、職員係長、財務係長、戦略・Ｄ

Ｘ推進係長、新病院建設準備係長及び人事又は労働関係の事務を

担当する職員  

専門機関  

院長、副院長、院長補佐、医監、医療局長、健康指導局長、総合

周産期母子医療センター長、総合周産期母子医療センター副セン

ター長、看護部長及び副看護部長並びに事務局長、事務局次長及

び総務課長  
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